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は
じ
め
に

　
二
〇
一
〇
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
が
規
制
緩
和
か
ら
規
制

強
化
へ
転
換
し
た
年
と
し
て
歴
史
に
刻
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
七
月
の

議
会
で
オ
バ
マ
政
権
は
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に

は
じ
ま
る
金
融
危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
金
融
規
制
法
を
成
立
さ
せ

た
。
一
九
三
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
規
制
が
八
〇
年

代
以
降
の 
新 
自
由
主
義
政
策
の
も
と
で
緩
和
に
つ
ぐ
緩
和
を
求
め
ら

ネ
オ

れ
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
が
こ
ぞ
っ
て
資
本
市
場
依
存

の
体
質
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
一
九

九
九
年
に
一
九
三
三
年
銀
行
法
（
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
）
が
改

正
さ
れ
て
商
業
銀
行
業
務
と
投
資
銀
行
業
務
の
分
離
規
定
が
削
ら
れ

て
か
ら
は
、
商
業
銀
行
の
証
券
投
資
活
動
に
ほ
と
ん
ど
歯
止
め
が
な

く
な
っ
た
。
金
融
工
学
を
駆
使
し
た
虚
構
の
信
用
構
造
は
い
つ
破
綻

し
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
脆
弱
な
膨
張
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
挙

句
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
を
引
き
金
と
す
る
虚
構
の
崩
壊
で

あ
っ
た
。
オ
バ
マ
政
権
が
目
指
す
の
は
、
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
制
度
に
新
た
な
規
制
を
設
け

る
こ
と
で
あ
る
。
一
瞥
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー

ガ
ル
法
の
復
活
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
連
邦
準
備
制
度
の
改
革
に

よ
っ
て
危
機
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
商
業
銀
行
か
ら
証
券
業
務
を
取
り
上
げ
る
の
で
は

【
特
集
１
】

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
金
融
改
革
─
一
九
三
五
年
銀
行
法
を
中
心
に

─
西
　
川
　
純
　
子
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な
く
、
証
券
業
務
を
行
う
金
融
機
関
を
可
能
な
か
ぎ
り
連
邦
準
備
制

度
に
加
盟
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
業
銀
行
業
務
と
投
資
銀
行
業

務
の
双
方
を
連
邦
準
備
制
度
の
監
督
下
に
置
こ
う
と
い
う
の
が
、
新

規
制
の
狙
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
九
三
五
年
銀
行
法
に
よ
っ
て
も

達
成
で
き
な
か
っ
た
改
革
で
あ
っ
た
。

　
本
論
文
は
一
九
三
五
年
銀
行
法
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
筆
者
が

こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
研
究

の
一
環
と
し
て
で
あ
る
が
、
新
金
融
規
制
法
の
制
定
に
よ
っ
て
一
九

三
五
年
銀
行
法
の
検
討
は
改
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
本
論
文
は
新
金
融
規
制
法
を
直
接
の

対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
連
邦
準
備
制
度
と
い
う
ア
メ
リ
カ

に
特
有
な
中
央
銀
行
の
制
度
が
ど
の
よ
う
な
改
革
を
経
て
ど
の
よ
う

な
問
題
点
を
残
し
な
が
ら
今
日
に
い
た
っ
た
か
を
一
九
三
五
年
銀
行

法
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
　
二
つ
の
銀
行
法

　
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
は
一
九
三
三
年
と
一
九
三
五
年
に
二
つ
の

銀
行
法
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
正
確
に
は
、
一
九
三
三
年
銀
行

法
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
産
物
で
は
な
い
。
連
邦
準
備
制
度
の

改
革
を
目
指
す
点
で
は
一
九
三
五
年
銀
行
法
と
同
じ
だ
が
、
三
三
年

銀
行
法
が
依
拠
す
る
思
想
は
真
正
手
形
主
義
（R

ealB
ills
D
octrine

 
     
      
       
）

で
あ
り
、
逆
に
三
五
年
銀
行
法
は
真
正
手
形
主
義
の
批
判
か
ら
出
発

し
て
い
る
。
真
正
手
形
主
義
が
何
を
意
味
す
る
か
は
す
で
に
別
稿
で

明
ら
か
に
し
た
が
、
改
め
て
簡
潔
に
要
約
す
れ
ば
、
銀
行
信
用
は
商

業
手
形
を
基
礎
と
し
、
銀
行
券
発
行
も
経
済
の
実
勢
を
反
映
す
る
手

形
を
基
盤
と
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る  
 

。

　
一
九
一
三
年
に
成
立
し
た
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
準
備
制
度
が
真
正
手

形
主
義
を
基
本
理
念
と
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
連

邦
準
備
法
を
策
定
し
た
の
は
上
院
議
員
の
カ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
ス

（C
arter

G
lass

 
       
    
）
と
経
済
学
者
パ
ー
カ
ー
・
ウ
ィ
リ
ス
（Parker

       

W
illis

 
     
）
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
七
年
金
融
恐
慌
の
苦
い
経
験
を
踏
ま

え
て
中
央
銀
行
の
設
立
が
模
索
さ
れ
る
な
か
で
、
グ
ラ
ス
と
ウ
ィ
リ

ス
が
提
案
し
た
の
は
、
全
国
を
一
二
の
地
域
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に

連
邦
準
備
銀
行
を
置
く
制
度
で
あ
っ
た
。
各
地
域
の
連
邦
準
備
銀
行

を
支
え
る
の
は
地
域
ご
と
の
国
法
銀
行
が
拠
出
す
る
法
定
準
備
金
で

あ
り
、
連
邦
準
備
銀
行
は
こ
れ
を
も
と
に
適
格
な
（eligible

        
）
手
形

を
割
り
引
い
て
信
用
の
供
与
を
行
う
。
適
格
な
手
形
と
は
、
商
取
引

の
裏
づ
け
の
あ
る
真
正
な
手
形
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
準

備
制
度
は
一
九
二
九
年
恐
慌
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
何
故

か
、
グ
ラ
ス
と
ウ
ィ
リ
ス
は
そ
の
原
因
を
連
邦
準
備
制
度
に
お
い
て

（
１
）
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真
正
手
形
主
義
が
貫
徹
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
る
。
連
邦
準

備
銀
行
は
経
済
取
引
の
裏
づ
け
の
あ
る
手
形
の
み
を
扱
う
は
ず
な
の

に
、
そ
の
資
金
の
一
部
が
資
本
市
場
に
流
れ
て
証
券
投
機
を
煽
る
一

因
に
な
ろ
う
と
は
。
グ
ラ
ス
と
ウ
ィ
リ
ス
が
ふ
た
た
び
取
り
組
ん
だ

改
革
は
、
連
邦
準
備
制
度
を
い
か
に
し
て
資
本
市
場
か
ら
引
き
離
す

か
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
商
業
銀
行
業
務
と
投
資
銀

行
業
務
を
分
離
す
る
規
定
が
グ
ラ
ス
法
案
と
し
て
議
会
に
上
程
さ
れ

る
。
グ
ラ
ス
法
案
は
下
院
議
員
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
（Steagall

        
）
が
提
案

し
た
預
金
保
険
法
と
セ
ッ
ト
で
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
と
な
り
、

正
式
に
は
一
九
三
三
年
銀
行
法
と
し
て
成
立
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
一
九
三
五
年
銀
行
法
は
連
邦
準
備
銀
行
を
真
正
手

形
主
義
の
呪
縛
か
ら
解
放
し
て
、
本
来
の
中
央
銀
行
に
戻
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
。
本
来
の
中
央
銀
行
と
は
、
商
業
銀
行
に
対
す
る

「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し
て
の
中
央
銀
行
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
恐

慌
を
前
に
し
て
連
邦
準
備
制
度
が
無
力
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
本

来
の
中
央
銀
行
で
な
か
っ
た
た
め
な
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
批
判
は
連
邦
準
備
制
度
発
足
の
時
か
ら
続
い
て
い
た
。

も
っ
と
も
強
い
批
判
者
だ
っ
た
の
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行

の
総
裁
で
あ
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ロ
ン
グ
（B

enjam
in

 
     
   

Strong

      
）
で
あ
る
。
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
の
権
限
で
金
利
の
設

定
と
公
開
市
場
操
作
を
主
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
連
邦

準
備
制
度
か
ら
中
央
銀
行
の
機
能
を
引
き
出
し
た
。
彼
が
一
九
二
八

年
に
亡
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
二
九
年
恐
慌
へ
の
連
銀
の
対
応
も
違
う

も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

二
　
エ
ク
ル
ズ
と
カ
リ
ー

　
一
九
三
五
年
銀
行
法
を
策
定
し
た
の
は
、
一
九
三
四
年
に
連
邦
準

備
局
の
総
裁
と
な
っ
た
マ
リ
ナ
ー
・
エ
ク
ル
ズ
（M

arriner
E
ccles

 
         
     
）

と
、
財
務
省
か
ら
エ
ク
ル
ズ
と
と
も
に
連
邦
準
備
局
に
移
動
し
た
ラ

ウ
ク
リ
ン
・
カ
リ
ー
（Lauchlin

C
urrie

          
     
）
で
あ
っ
た
。
二
人
の
役
割

分
担
は
、
連
邦
準
備
法
と
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
に
お
け
る
グ

ラ
ス
と
ウ
ィ
リ
ス
を
想
起
さ
せ
る
。
カ
リ
ー
は
銀
行
理
論
の
専
門
家

で
あ
り
、
エ
ク
ル
ズ
に
と
っ
て
の
知
恵
袋
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ル
ズ
は

カ
リ
ー
が
作
成
し
た
銀
行
改
革
案
を
も
と
に
大
統
領
を
説
得
し
、
議

会
や
公
聴
会
で
の
論
戦
を
一
手
に
引
き
受
け
た
。
二
人
が
最
初
に
出

会
っ
た
の
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（M

orgenthou

 
         
）
が
長
官
を
務
め
る
財

務
省
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ル
ズ
が
ユ
タ
州
の
オ
グ
デ
ン
か
ら

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
る
ば
る
出
向
し
て
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
補
佐
と
な
っ

た
の
は
、
一
九
三
四
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
七
月
に
は
カ
リ
ー
が

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
（Jacob

V
iner

       
    
）
の
誘
い
に
応
じ
て
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ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
職
を
な
げ
う
ち
、
第
二
世
代
の
ブ
レ
イ
ン
・

ト
ラ
ス
ト
（Freshm

an
B
rain

T
rust

      
    
      
    
）
の
一
人
と
し
て
財
務
省
に

や
っ
て
来
た  
 

。

　
ユ
ー
ジ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
（E

ugene
B
lack

 
       
    
）
が
健
康
上
の
理
由
で

退
任
し
た
後
に
、
欠
員
と
な
っ
た
連
邦
準
備
局
の
総
裁
候
補
と
し
て

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
エ
ク
ル
ズ
の
名
を
挙
げ
た
と
聞
い
て
、
最
も
驚
い

た
の
は
エ
ク
ル
ズ
自
身
で
あ
っ
た
と
い
う  
 

。 
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
こ

の
時
ま
で
は
エ
ク
ル
ズ
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ル
ズ
を
モ
ー
ゲ

ン
ソ
ー
の
も
と
に
連
れ
て
行
っ
た
の
は
レ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
タ
グ

ウ
ェ
ル
（R

exford
T
ugw
ell

 
        
   
   
）
で
あ
る
。
タ
グ
ウ
ェ
ル
に
会
う
よ
う

に
と
エ
ク
ル
ズ
に
薦
め
た
の
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
チ
ェ
イ
ス

（Stuart
C
hase

        
    
）
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
イ
ス
は
一
九
三
三
年
二
月
に
ソ

ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
に
招
か
れ
て
講
演
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
折

に
、
と
り
わ
け
熱
心
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
初
代
ブ
レ
イ
ン
・
ト
ラ

ス
ト
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
の
が
エ
ク
ル
ズ
で
あ
っ
た 
 

。
実
は
そ
の

直
後
に
エ
ク
ル
ズ
は
地
元
の
上
院
議
員
の
紹
介
で
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴

き
、
上
院
金
融
委
員
会
で
経
済
政
策
に
つ
い
て
の
意
見
陳
述
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
エ
ク
ル
ズ
の
質
問
に
は
熱
が
こ
も
っ
て

い
た
に
違
い
な
い
。
上
院
金
融
委
員
会
の
公
聴
会
は
、
新
し
い
大
統

領
の
就
任
を
前
に
、
大
恐
慌
の
原
因
と
そ
の
克
服
策
に
つ
い
て
工
業
、

（
２
）

（
３
）

（
４
）

農
業
、
労
働
の
各
分
野
の
代
表
か
ら
提
言
を
得
よ
う
す
る
試
み
で

あ
っ
た
。
全
国
の
二
百
人
に
招
待
状
が
送
ら
れ
、
四
六
人
が
公
聴
会

に
出
席
し
た
と
い
う
。
エ
ク
ル
ズ
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ル

ズ
は
こ
の
時
、
四
三
歳
、
ユ
タ
州
と
ア
イ
ダ
ホ
州
に
ま
た
が
る
二
七

の
銀
行
と
信
託
銀
行
を
束
ね
る
持
株
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
社
長
で
あ
り
、
同
時
に
砂
糖
、
ミ
ル
ク
、
建
設
、
木
材
な
ど

の
会
社
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。

　
上
院
金
融
委
員
会
で
の
エ
ク
ル
ズ
の
主
張
は
非
常
に
具
体
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
恐
慌
に
よ
っ
て
地
方
が
い
か
に
悲
惨
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
か
を
訴
え
、
問
題
の
解
決
に
必
要
な
の
は
連
邦
政
府

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
そ
の
上

で
彼
は
五
つ
の
施
策
を
提
案
し
た
。
第
一
は
、
国
家
に
よ
る
失
業
の

救
済
で
あ
り
、
五
億
ド
ル
の
財
政
資
金
を
困
窮
し
て
い
る
州
に
投
入

し
て
職
を
失
っ
た
人
々
に
配
分
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
二

は
、
政
府
に
よ
る
回
収
可
能
な
事
業
へ
の
融
資
と
公
共
事
業
へ
の
投

資
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
す
で
に
復
興
金
融
公
社
（
Ｒ
Ｆ
Ｃ
）

が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
エ
ク
ル
ズ
は
Ｒ
Ｆ
Ｃ
の
資
金
に
一
〇
億
ド

ル
を
上
乗
せ
し
て
二
五
億
ド
ル
に
し
た
上
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
資

金
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
新
し
い
組
織
を
Ｒ
Ｆ
Ｃ
か
ら
切
り
離
し
て

作
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
必
要
な
資
金
を
ま
か
な
う
方
法
は
国
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債
の
発
行
か
、
も
し
く
は
緊
急
時
に
限
っ
て
の
財
務
省
に
よ
る
法
貨

の
発
行
で
あ
る
。
第
三
は
、
主
要
作
物
の
生
産
割
当
で
あ
り
、
当
面

は
小
麦
と
綿
花
と
豚
肉
に
つ
い
て
、
中
央
政
府
の
主
導
の
も
と
に
地

方
政
府
が
生
産
制
限
政
策
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
農
産

物
の
価
格
が
上
が
れ
ば
、
農
業
従
事
者
の
購
買
力
が
上
が
り
、
工
業

生
産
物
の
需
要
が
増
え
る
。
そ
う
す
れ
ば
雇
用
が
増
え
、
賃
金
が
増

え
、
所
得
全
般
が
増
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
四
は
、
政
府
資
金

に
よ
る
農
地
の
抵
当
権
の
肩
代
わ
り
で
あ
る
。
連
邦
土
地
銀
行
の
範

囲
と
規
模
を
拡
大
し
て
、
と
り
あ
え
ず
は
五
〇
億
ド
ル
相
当
の
抵
当

農
地
を
肩
代
わ
り
さ
せ
、
こ
れ
を
四
〇
年
か
け
て
農
民
が
買
い
戻
す

と
い
う
提
案
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
連
邦
土
地
銀
行
の
債
券
は
連
邦

政
府
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
、
連
邦
準
備
銀
行
に
よ
っ
て
適
格
証
券
と

し
て
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
第
五
は
、
外
国
に
対
す

る
債
権
の
放
棄
で
あ
る
。
エ
ク
ル
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
世
界
の
金
の

四
〇
％
が
集
中
し
、
同
盟
国
が
金
本
位
制
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
、
強
い
ド
ル
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
が
外
国
に
国
内
市
場
を
奪
わ

れ
て
い
る
こ
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
外
国
か
ら
安
い
品

物
が
流
入
し
な
い
よ
う
に
関
税
を
高
く
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
品
物

が
輸
出
で
き
な
け
れ
ば
同
じ
こ
と
だ
か
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
債
権
を

放
棄
す
る
方
が
よ
い
と
い
う
の
が
エ
ク
ル
ズ
の
考
え
で
あ
っ
た
。

「
こ
れ
は
道
徳
の
問
題
で
は
な
く
、
算
数
の
問
題
で
あ
る
」
と
彼
は

付
け
加
え
て
い
た  
 

。

　
チ
ェ
イ
ス
が
エ
ク
ル
ズ
を
タ
グ
ウ
ェ
ル
に
紹
介
し
た
の
は
、
三
人

の
初
代
ブ
レ
イ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
の
う
ち
彼
が
知
っ
て
い
る
の
は
タ
グ

ウ
ェ
ル
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
エ
ク
ル
ズ
の
考
え

方
が
タ
グ
ウ
ェ
ル
に
非
常
に
似
通
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
に

農
業
に
お
け
る
生
産
割
当
政
策
は
、
タ
グ
ウ
ェ
ル
の
考
え
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
チ
ェ
イ
ス
が
タ
グ
ウ
ェ
ル
に
電
報
を
打
っ
て
く
れ
て
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
帰
り
に
エ
ク
ル
ズ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
タ
グ
ウ
ェ
ル

に
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
エ
ク
ル
ズ
は
上
院
金
融
委
員
会

で
行
っ
た
証
言
の
コ
ピ
ー
を
手
渡
し
て
い
る 
 

。 
タ
グ
ウ
ェ
ル
か
ら

エ
ク
ル
ズ
に
手
紙
が
来
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
六
ヵ
月
後
の
一
〇
月
で

あ
る
。「
つ
ぎ
に
東
部
に
来
ら
れ
る
折
に
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
足
を
の

ば
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、
現
今
の
差
し
迫
っ
た
問
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
の
が
文
面
で

あ
っ
た 
 

。 
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
も
と
で
の
嵐
の
一
〇
〇
日
間

を
経
て
、
タ
グ
ウ
ェ
ル
は
農
業
調
整
法
と
産
業
復
興
法
を
成
立
さ
せ

て
い
た 
 

。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
タ
グ
ウ
ェ
ル
の
出
迎
え
を
受
け
た
エ
ク
ル

ズ
は
、
主
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
た
ち
に
引
き
合
わ
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
ひ
と
ま
ず
オ
グ
デ
ン
に
帰
っ
て
い
る
。
彼
が
一
年
半
の
予
定

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）



72

で
財
務
省
に
着
任
し
た
の
は
更
に
半
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
連
邦
準
備
局
総
裁
の
就
任
を
打
診
さ
れ
た
エ
ク
ル
ズ
は
、
一
一
月

四
日
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
面
会
し
て
連
邦
準
備
制
度
改
革

に
つ
い
て
の
メ
モ
を
提
出
し
た
。
自
分
の
目
指
す
よ
う
な
改
革
が
出

来
る
か
ど
う
か
を
就
任
の
条
件
と
し
て
、
大
統
領
か
ら
言
質
を
と
ろ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
エ
ク
ル
ズ
に
協
力
し
て
メ
モ
の
作
成
を
手

伝
っ
た
の
は
カ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
メ
モ
の
要
点
は
三
つ
で
あ
る
。
第

一
は
公
開
市
場
操
作
に
つ
い
て
、
一
九
三
三
年
銀
行
法
に
よ
っ
て
公

認
さ
れ
た
公
開
市
場
操
作
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
連
邦
準
備
局
に
置
く
公

開
市
場
委
員
会
の
も
と
に
一
本
化
す
る
。
第
二
は
連
邦
準
備
局
の
権

限
に
つ
い
て
、
各
準
備
銀
行
の
理
事
が
選
出
す
る
総
裁
の
指
名
に
つ

い
て
許
諾
権
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。
第
三
は
連
邦
準
備
法
か
ら
「
適

格
手
形
」
の
文
言
を
削
り
、
代
わ
り
に
「
健
全
な
資
産
（sound
      

assets

      
）」
を
当
て
る 
 

。「
健
全
な
資
産
」
と
は
、
適
格
な
手
形
だ
け
に

限
定
さ
れ
な
い
資
産
も
貸
付
担
保
の
う
ち
に
含
め
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
真
正
手
形
主
義
へ
の
挑
戦
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
メ
モ
は
大
統
領
に
と
っ
て
も
エ
ク
ル
ズ
を
試
す
機
会
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
。
一
週
間
後
の
一
一
月
一
〇
日
、
エ
ク
ル
ズ
は
連
邦

準
備
局
の
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
。

（
９
）

三
　
カ
リ
ー
の
貨
幣
理
論

　
カ
リ
ー
は
エ
ク
ル
ズ
と
違
っ
て
金
融
理
論
の
専
門
家
で
あ
っ
た
か

ら
、
貨
幣
論
の
観
点
か
ら
独
自
の
連
邦
準
備
制
度
批
判
を
持
っ
て
い

た
。
彼
は
一
九
三
四
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
入
り
と
前
後
し
て
『
合
衆
国

に
お
け
る
貨
幣
の
供
給
と
管
理 
（T

he
Supply

and
C
ontrolofM

oney

 
               
           
     

in
the
U
nited

State

        
           s  
）』 
と
題
す
る
書
物
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の

本
で
カ
リ
ー
が
目
指
し
た
の
は
、
貨
幣
を
質
で
は
な
く
量
の
側
面
か

ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貨
幣
量
の
調
節
者
と
し
て
の
中
央
銀

行
の
役
割
を
明
瞭
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
貨
幣
理
論
の

歴
史
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
は
貨
幣
の
量
に
力
点
を
置
く
考

え
方
は
貨
幣
数
量
説
と
し
て
退
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
の
は
勇
気
の
要
る
こ
と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
が
あ
え
て
貨
幣
の
数
量
を
重
視
す
る
方
向
に
貨
幣
理
論

の
振
り
子
を
戻
そ
う
と
し
た
の
は
、
連
邦
準
備
制
度
が
貨
幣
の
質
に

力
点
を
置
く
あ
ま
り
、
金
融
危
機
に
際
し
て
有
効
な
政
策
を
打
ち
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
カ
リ
ー
は
述
べ
て
い
る
。「
貨
幣
理
論
に
お
い
て
銀
行
業
が
重
要

な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
銀
行
が
手
形
用
預
金
（deposits

subject

                 

to
check

        
）
の
形
で
膨
大
な
量
の
資
金
を
社
会
に
提
供
す
る
か
ら
で
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あ
る
。
中
央
銀
行
の
主
要
な
役
割
は
資
金
の
量
を
管
理
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
我
々
は
銀
行
の
貨
幣
理
論
と
呼
ぶ
。

─
中
略

─
し
か
し
、
銀
行
の
存
在
意
義
に
関
わ
る
こ
の
よ
う
な

基
本
的
な
命
題
は
我
が
国
の
銀
行
業
の
立
法
と
行
政
に
た
ず
さ
わ
る

人
々
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
一
様
に
拒
否
さ
れ
て
き
た
。
拒
否
さ
れ
た

と
い
う
言
葉
は
強
す
ぎ
る
に
し
て
も
、
銀
行
の
貨
幣
供
給
機
能
が
他

の
機
能
に
較
べ
て
無
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。」「
連
邦

準
備
制
度
が
設
立
さ
れ
た
主
要
な
理
由
は
お
そ
ら
く
、
国
法
銀
行
制

度
の
も
と
で
度
重
な
る
預
金
払
い
停
止
の
元
凶
と
な
っ
た
株
式
市
場

の
投
機
を
抑
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
連
邦
準
備
法
を
支
え
る
銀
行
理

論
は
、
銀
行
の
主
要
な
役
割
を
正
当
な
（legitim

ate

       
   
）
商
取
引
が
必

要
と
す
る
短
期
の
借
入
れ
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。」
カ
リ
ー

は
こ
の
よ
う
な
銀
行
理
論
を
商
業
貸
付
理
論
（C

om
m
ercial

Loan

 
  
 
            

T
heory

 
     
）
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
カ
リ
ー
に
よ
る
便
宜
的
な
命
名
で
あ
る

が 
 

、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
真
正
手
形
主
義
と
全
く
同
じ
で
あ
る 
 

。

　
商
業
貸
付
理
論
は
カ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
三
つ
の
理
論
的
根
拠
を

持
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
学
派

の
議
論
で
あ
る
。
銀
行
券
が
弾
力
性
を
失
わ
ず
に
過
度
の
発
行
を
免

れ
る
た
め
に
は
、
銀
行
券
発
行
の
根
拠
を
商
取
引
に
活
用
さ
れ
る
資

金
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
銀
行
学
派
の
主
張
で
あ
っ
た
。

（
　
）
１０

（
　
）
１１

第
二
は
流
動
性
の
議
論
で
あ
り
、
銀
行
は
い
つ
で
も
預
金
の
払
い
戻

し
請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
貸
出
し
は
短
期
の
商
業

的
取
引
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
は
、
商
業
的
貸
付

は
生
産
的
で
証
券
投
資
貸
付
は
非
生
産
的
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
の
資

金
は
証
券
投
資
に
ま
わ
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る  
 

。
三

つ
の
議
論
に
共
通
す
る
の
は
、
健
全
な
銀
行
運
営
の
理
念
で
あ
ろ
う
。

中
央
銀
行
は
健
全
な
銀
行
制
度
の
実
現
を
第
一
義
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
実
際
に
商
業
貸
付
理
論
に
依
拠
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
連
邦
準
備
制
度
は
健
全
な
銀
行
制
度
作
り
に
成
功
し
た
だ

ろ
う
か
。
カ
リ
ー
の
答
え
は
否
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
二
二
年
か
ら

一
九
二
八
年
ま
で
の
七
年
間
に
つ
い
て
七
二
九
の
企
業
の
バ
ラ
ン

ス
・
シ
ー
ト
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
に
よ
る
企
業
へ
の

商
業
貸
付
け
は
減
少
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
こ
と
、
商
業
貸
付
の

主
た
る
対
象
は
農
家
と
中
小
企
業
で
あ
り
、
大
企
業
は
資
本
市
場
か

ら
資
金
を
調
達
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
検
証
し

て
い
る 
 

。
こ
れ
は
連
邦
準
備
制
度
の
商
業
貸
付
理
論
が
大
企
業
の
銀

行
離
れ
を
ひ
き
起
こ
し
、
銀
行
か
ら
の
短
期
融
資
よ
り
は
株
式
市
場

で
の
長
期
資
金
の
調
達
に
人
気
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
二
九
年
恐
慌
は
一
転
し
て
貨
幣
の
不
足
を
ひ
き
起
こ
し
た
が
、

連
邦
準
備
銀
行
に
は
質
的
条
件
を
抜
き
に
し
て
貨
幣
を
供
給
す
る
と

（
　
）
１２

（
　
）
１３
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い
う
発
想
が
な
か
っ
た
か
ら
、
貨
幣
不
足
に
苦
し
む
農
家
と
中
小
企

業
を
救
済
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た  
 

。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
カ
リ
ー
の
提
案
は
、
連
邦
準
備
局
に
大
き
な
権
限
を
与
え
て
貨

幣
の
供
給
を
管
理
す
る
道
を
開
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
も
と
よ

り
、
貨
幣
の
質
に
重
き
を
置
く
商
業
貸
付
理
論
か
ら
連
邦
準
備
制
度

が
完
全
に
脱
皮
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。

四
　
一
〇
〇
％
準
備
と
連
邦
通
貨
庁

　
カ
リ
ー
は
連
邦
準
備
局
に
移
動
す
る
直
前
の
一
九
三
四
年
九
月
に
、

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
財
務
長
官
に
宛
て
て
「
合
衆
国
の
貨
幣
制
度
改
革

案
」
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
エ
ク
ル
ズ
と
連
邦
準
備
制
度
改
革

に
取
り
組
む
前
の
カ
リ
ー
が
、
ど
の
よ
う
な
改
革
を
志
向
し
て
い
た

か
を
示
す
よ
い
材
料
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
彼
は
「
一
〇
〇
％
準
備
」

に
つ
い
て
言
及
す
る
と
同
時
に
、
連
邦
準
備
制
度
に
代
わ
る
連
邦
通

貨
庁
（FederalM

onetary
A
uthority

         
         
        
）
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
い

る 
 

。
一
〇
〇
％
準
備
は
小
切
手
用
預
金
（
＝
要
求
払
い
預
金
）
の
準

備
率
を
一
〇
〇
％
に
す
る
提
案
で
あ
る
が
、
須
藤
氏
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
こ
れ
は
カ
リ
ー
の
独
創
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九

三
三
年
三
月
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
大
統
領
就
任
直
後
に
全
国
の
銀

行
を
閉
鎖
し
た
間
に
、
シ
ガ
ゴ
大
学
の
経
済
学
者
有
志
に
よ
っ
て
提

（
　
）
１４

（
　
）
１５

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る  
 

。
彼
ら
が
連
名
で
ウ
ォ
ー
レ
ス
農
務
長
官

（W
allace

 
      
）
に
提
出
し
た
銀
行
改
革
に
関
す
る
メ
モ
（
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ

ン
）
に
は
、
そ
の
第
七
項
目
に
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
金
融
機
関
と
し

て
小
切
手
用
預
金
の
み
を
扱
う
預
金
銀
行
の
設
置
が
盛
り
こ
ま
れ
て

い
た
。
預
金
に
必
要
な
準
備
は
預
金
と
同
額
の
一
〇
〇
％
で
あ
る
。

こ
れ
は
商
業
銀
行
の
業
務
を
分
割
し
て
預
金
銀
行 
（D

eposit-

 
       

B
ank

 
   
） 
と
貸
付
銀
行 
（Lending-B

ank

         
   
） 
を
設
け
る
と
い
う
案
で
あ

る
。
預
金
銀
行
の
収
入
は
資
金
出
し
入
れ
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
料
の
み
で

あ
り
、
貸
付
銀
行
の
資
金
は
資
本
市
場
か
ら
調
達
さ
れ
る 
 

。
当
時
は

グ
ラ
ス
法
案
の
議
会
で
の
審
議
が
終
盤
を
迎
え
て
い
た
が
、
グ
ラ
ス

の
案
は
商
業
銀
行
を
投
資
銀
行
業
務
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
連
邦
準

備
制
度
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
は

商
業
銀
行
業
務
の
見
直
し
に
踏
み
込
ん
で
い
た
。
金
融
危
機
、
と
り

わ
け
預
金
の
取
り
付
け
騒
ぎ
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
小
切

手
用
預
金
を
も
と
に
信
用
を
与
え
る
機
能
を
商
業
銀
行
か
ら
取
り
上

げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
預
金
者
を
守
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
グ
ラ
ス
の
健
全
銀
行
主
義
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

　
カ
リ
ー
が
シ
カ
ゴ
大
学
の
教
授
た
ち
の
一
〇
〇
％
準
備
の
構
想
を

知
っ
た
の
は
、『
貨
幣
の
供
給
と
管
理
』
の
執
筆
途
中
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。
彼
は
第
一
五
章
の
末
尾
の
注
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い

（
　
）
１６

（
　
）
１７
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る
。「
以
上
を
書
き
進
む
う
ち
に
、
新
聞
紙
上
の
Ａ
・
Ｇ
・
ハ
ー
ト

氏
（H

art
 
   
）
に
よ
る
シ
カ
ゴ
大
学
の
経
済
学
者
グ
ル
ー
プ
の
銀
行
・

通
貨
改
革
案
の
要
約
が
私
の
注
意
を
惹
い
た
。
そ
れ
に
は
す
べ
て
の

預
金
に
対
し
て
一
〇
〇
％
の
準
備
を
課
す
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一

九
三
四
年
六
月
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
上
院
議
員
（C

utting

 
      
）
と
パ
ッ
ト

マ
ン
下
院
議
員
（Pattm

an

     
  
）
に
よ
っ
て
小
切
手
用
預
金
の
準
備
を
一

〇
〇
％
と
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
た
と
は
興
味
深
い  
 

。」

　
第
一
五
章
で
は
「
理
想
的
な
管
理
の
諸
条
件
」
と
題
し
て
、
貨
幣

の
供
給
を
管
理
す
る
た
め
の
理
想
的
な
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
カ
リ
ー
が
一
〇
〇
％
準
備
案
に
特
別
の
関
心
を
い
だ
い
た

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
カ
リ
ー
は
貨
幣
の
管
理
を
完
璧
に
行
な
う
た

め
に
は
政
府
が
す
べ
て
の
貨
幣
を
直
接
に
発
行
す
る
し
か
な
い
と
考

え
て
い
た
。
こ
れ
は
銀
行
を
国
営
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

小
切
手
用
預
金
の
預
か
り
業
務
を
銀
行
か
ら
切
り
離
し
て
政
府
が
行

な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
預
金
者
が
現
金
の
引
き
出

し
を
増
や
そ
う
が
減
ら
そ
う
が
、
現
在
の
よ
う
に
貨
幣
の
量
に
影
響

が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
。
他
方
、
貸
付
け
業
務
は
銀
行
が
貯
蓄
預
金

（
定
期
預
金
）
を
も
と
に
行
え
ば
よ
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
貨
幣
の

供
給
と
貨
幣
の
貸
借
を
切
り
離
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
カ
リ
ー

に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
機
能
が
結
び
つ
い
た
の
は
あ
く
ま
で
歴
史
の
偶

（
　
）
１８

然
で
あ
り
、
そ
の
結
び
つ
き
に
論
理
必
然
性
は
な
い
の
で
あ
っ
た  
 

。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
一
〇
〇
％
準
備
と
ピ
タ
リ
と
一
致
す
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
財
務
長
官
宛
の
改
革
案
を
作
る
に
際
し
て
、
カ

リ
ー
は
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
か
ら
か
な
り
後
退
し
て
い
た
。
こ
こ
で
彼

は
小
切
手
用
預
金
に
対
す
る
準
備
を
一
〇
〇
％
に
引
き
上
げ
る
べ
き

で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
定
期
預
金
の
準
備
を
ゼ
ロ
に
す
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る  
 

。
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
商
業
銀
行
の
預

金
業
務
と
信
用
業
務
を
切
り
離
し
て
預
金
銀
行
と
貸
付
銀
行
を
作
る

の
で
は
な
く
、
商
業
銀
行
に
お
い
て
預
金
業
務
と
信
用
業
務
を
両
立

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
切
手
用
預
金
に
一
〇
〇
％
の

準
備
を
置
い
た
う
え
で
定
期
預
金
の
準
備
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
、

小
切
手
用
預
金
を
基
礎
と
す
る
短
期
資
金
の
貸
付
を
廃
し
て
定
期
預

金
に
も
と
づ
く
長
期
貸
付
に
転
換
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
場
合
に
は
問
題
が
二
つ
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
連
邦
準

備
制
度
に
加
盟
し
て
い
な
い
商
業
銀
行
の
存
在
で
あ
る
。
準
備
制
度

に
加
わ
る
こ
と
を
得
策
と
し
な
い
州
法
銀
行
を
ど
の
よ
う
に
し
て
組

み
入
れ
る
か
、
預
金
銀
行
と
貸
付
銀
行
に
分
け
て
し
ま
う
シ
カ
ゴ
・

プ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
要
求
払
い
預
金
が
大
挙
し
て
定
期
預
金
に
流

れ
る
心
配
で
あ
る 
 

。
こ
れ
に
つ
い
て
カ
リ
ー
は
資
金
の
流
れ
を
望
ま

（
　
）
１９

（
　
）
２０

（
　
）
２１



76

し
い
方
向
に
誘
導
す
る
た
め
に
、
全
く
新
し
い
組
織
の
導
入
を
提
案

し
て
い
る
。

　
新
し
い
組
織
と
し
て
カ
リ
ー
が
提
案
し
た
の
は
連
邦
通
貨
庁
で
あ

る
。
連
邦
通
貨
庁
と
い
う
構
想
は
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
上
院
議
員
の
銀
行
改

革
案
に
す
で
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
も
カ
リ
ー
の
独
創

で
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（Phillips

        
）
は
、
一
九
三
四
年
の
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
財
務
省
内
部
に
お
い
て
一
〇
〇
％
準
備
と
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
法
案
に
つ
い
て
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
述
べ

て
い
る
が 
 

、
お
そ
ら
く
カ
リ
ー
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
連

邦
通
貨
庁
の
構
想
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
案
は
一
〇
〇
％
準
備
構
想
に
輪
を
か
け
て
銀
行
の
預
金

業
務
ば
か
り
で
な
く
信
用
業
務
も
国
家
の
管
理
下
に
お
く
と
い
う

「
銀
行
国
有
化
論
」
で
あ
り
、
六
月
に
下
院
に
上
程
さ
れ
て
否
決
さ

れ
て
い
た 
 

。
す
で
に
み
た
注
記
の
な
か
で
カ
リ
ー
は
こ
の
案
に
触
れ

て
い
る
が
、
こ
の
と
き
カ
リ
ー
は
ま
だ
財
務
省
に
い
な
か
っ
た
。

　
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
案
は
連
邦
通
貨
庁
に
連
邦
準
備
局
と
財
務
省
の
す

べ
て
の
権
限
、
義
務
、
権
力
を
付
与
す
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に

く
ら
べ
る
と
、
カ
リ
ー
の
提
案
す
る
連
邦
通
貨
庁
は
現
実
的
で
あ
る

分
だ
け
現
状
の
小
幅
な
改
革
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
彼
は
政
府
直
轄

の
連
邦
通
貨
庁
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
準
備
制
度
の
能
力
に

（
　
）
２２

（
　
）
２３

余
る
貨
幣
の
発
行
と
管
理
を
こ
れ
に
一
括
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
連
邦
通
貨
庁
の
組
織
と
人
事
に
つ
い
て
、
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

構
想
す
る
。
五
名
の
理
事
は
上
院
の
同
意
を
得
て
大
統
領
が
任
命
す

る
。
任
期
は
四
年
、
五
人
の
う
ち
三
人
の
任
期
は
大
統
領
の
就
任
と

と
も
に
終
わ
り
、
残
る
二
人
の
任
期
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
終
わ
る

も
の
と
す
る
。
理
事
に
任
命
さ
れ
る
者
は
経
済
関
係
、
と
り
わ
け
貨

幣
現
象
に
つ
い
て
深
い
知
識
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
著
作
な
ど
の

形
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
望
ま
し
い
理
事
の
人
物
像
と
し

て
彼
は
四
つ
の
要
素
を
挙
げ
る
。
第
一
は
、
特
定
の
団
体
の
利
益
で

は
な
く
一
般
の
利
益
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
第
二
は
、
問
題
を

一
面
的
に
で
は
な
く
相
対
的
に
理
解
し
、
か
つ
物
事
を
数
量
的
な
関

係
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
第
三
は
、
経
済
現
象
の
込
み

入
っ
た
関
係
を
理
解
で
き
る
、
第
四
は
、
柔
軟
な
頭
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
連
邦
通
貨
庁
の
義
務
と
権
限
に
つ
い
て
は
、
彼
は
九
項
目
に
わ

た
っ
て
述
べ
て
い
る
。（
一
）国
債
、
手
形
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー

パ
ー
、
金
銀
な
ど
の
売
買
を
通
し
て
預
金
の
供
給
量
の
増
減
を
は
か

る
。（
二
）国
外
で
の
ア
メ
リ
カ
資
本
の
動
き
を
規
制
す
る
。（
三
）狭

い
範
囲
に
限
り
金
の
価
格
を
変
更
で
き
る
。（
四
）必
要
な
時
に
は
金

の
価
格
の
変
更
を
大
統
領
に
進
言
で
き
る
。（
五
）外
国
の
中
央
銀
行
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の
預
金
を
国
内
に
置
く
こ
と
を
許
可
す
る
。（
六
）政
府
の
自
由
に
な

る
基
金
や
残
高
を
何
処
が
保
有
す
る
か
に
つ
い
て
最
終
判
断
を
す
る
。

（
七
）加
盟
銀
行
の
定
期
預
金
利
子
の
上
限
を
定
め
る
。（
八
）統
計

デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。（
九
）委
任
さ
れ
た

権
限
を
行
使
し
た
に
も
拘
ら
ず
経
済
活
動
が
思
う
よ
う
に
反
応
し
な

い
場
合
に
は
、
連
邦
通
貨
庁
は
義
務
と
し
て
、
税
金
や
支
出
に
つ
い

て
必
要
な
時
に
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
議
会
と
大
統
領
に

勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
 

。

　
連
邦
通
貨
庁
が
通
貨
の
発
行
に
つ
い
て
全
責
任
を
負
う
よ
う
に
な

る
こ
と
を
、
カ
リ
ー
は
「
国
家
に
よ
る
貨
幣
発
行
の
機
能
の
回
復
」

と
表
現
し
て
い
る 
 

。
連
邦
通
貨
庁
は
ま
た
貨
幣
の
量
的
な
管
理
も
任

さ
れ
て
い
る
が
、
カ
リ
ー
が
強
調
し
た
の
は
単
な
る
貨
幣
の
量
の
調

節
に
と
ど
ま
ら
な
い
貨
幣
管
理
の
側
面
に
お
け
る
役
割
で
あ
っ
た
。

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
現
行
の
よ
う
に
政
府
と
民
間
に

よ
っ
て
貨
幣
が
創
造
さ
れ
、
政
府
と
民
間
に
よ
っ
て
貨
幣
が
管
理
さ

れ
、
権
威
と
責
任
の
所
在
が
不
明
で
、
目
的
が
不
明
確
な
シ
ス
テ
ム
の

も
と
で
は
、
有
能
な
貨
幣
的
管
理
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 
 

。」　

連
邦
準
備
制
度
を
カ
リ
ー
は
世
界
で
も
最
も
不
出
来
な
金
融
シ
ス
テ

ム
の
ひ
と
つ
と
み
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
欠
点
を
補
う
た
め
に
提
案

し
た
の
が
連
邦
通
貨
庁
な
の
で
あ
っ
た
。

（
　
）
２４

（
　
）
２５

（
　
）
２６

五
　
公
開
市
場
操
作
と
準
備
率
の
変
更

　
連
邦
準
備
局
総
裁
と
し
て
の
エ
ク
ル
ズ
の
初
仕
事
は
、
連
邦
準
備

制
度
を
作
り
変
え
る
た
め
に
改
革
案
を
練
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
カ
リ
ー
は
一
九
三
五
年
二
月
に
「
連
邦
準
備
制
度
に
関

す
る
銀
行
立
法
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
を
作
成
し
て
い
る
。
メ
モ
か
ら

は
一
〇
〇
％
準
備
案
も
連
邦
通
貨
庁
も
消
え
て
い
た
。
代
わ
り
に
カ

リ
ー
が
強
調
し
た
の
は
、
貨
幣
管
理
に
お
け
る
公
開
市
場
操
作

（open
m
arketoperations

      
                
）
の
意
義
と
役
割
で
あ
っ
た
。

　
公
開
市
場
操
作
は
連
邦
通
貨
庁
の
構
想
に
お
い
て
も
登
場
し
て
い

る
が
、
そ
の
金
融
政
策
に
お
け
る
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
詳
し
く
論

じ
ら
れ
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
カ
リ
ー
は
公
開
市
場

操
作
は
準
備
制
度
の
政
策
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
道
具
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。「
公
開
市
場
操
作
に
よ
っ
て
準
備
金
は
加
盟
銀
行
の
手

を
離
れ
た
り
戻
っ
た
り
す
る
が
、
預
金
は
こ
の
よ
う
な
準
備
に
規
定

さ
れ
る
。
公
開
市
場
操
作
を
制
御
す
る
こ
と
は
銀
行
信
用
の
拡
大
と

収
縮
を
制
御
し
、
ひ
い
て
は
国
内
の
貨
幣
の
供
給
を
制
御
す
る
こ
と

に
等
し
い 
 

」
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
公
開
市
場
操
作
を
支
配
す

る
権
限
は
準
備
局
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。「
現
在
の
行
政
組
織
で

は
、
公
開
市
場
操
作
の
主
導
権
は
一
二
の
連
邦
準
備
銀
行
の
手
中
に

（
　
）
２７
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あ
る
。
彼
ら
は
一
九
三
三
年
銀
行
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
連
邦
準
備

制
度
の
公
開
市
場
委
員
会
に
お
い
て
共
同
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
準

備
局
は
こ
の
委
員
会
に
出
席
す
る
権
限
を
持
た
な
い
。
準
備
局
は
委

員
会
が
認
め
る
公
開
市
場
政
策
を
承
認
し
た
り
拒
否
し
た
り
、
あ
る

い
は
公
開
市
場
操
作
が
守
る
べ
き
規
則
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
。
準
備
局
が
ど
れ
ほ
ど
熱
心
に
売
買
政
策
を
行
な
お
う
と

し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
主
導
す
る
権
限
が
法
的
に
認
め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る 
 

。」
彼
は
さ
ら
に
言
う
。「
現
在
の
制
度
で
は
、

一
二
八
人
が
程
度
の
差
は
あ
れ
公
開
市
場
操
作
や
そ
の
他
の
準
備
制

度
の
政
策
の
決
定
に
最
終
的
な
責
任
を
も
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
準
備

局
の
八
人
と
、
準
備
銀
行
の
一
二
人
の
総
裁
と
、
準
備
銀
行
の
一
〇

八
人
の
取
締
役
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
組
織
が
将
来
に
お
い

て
過
去
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
経
済
の
安
定
を
も
た
ら
す
効
果
を
持
つ

と
は
思
わ
れ
な
い
。
準
備
局
と
準
備
銀
行
と
の
間
の
意
見
の
違
い
が

完
全
な
手
詰
ま
り
を
起
こ
す
こ
と
も
常
に
あ
り
得
る
の
で
あ
る 
 

。」

　
し
た
が
っ
て
、
公
開
市
場
操
作
に
関
す
る
権
限
と
責
任
を
準
備
局

に
集
中
し
、
準
備
局
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
国
家
的
な
立
場
か
ら
判
断

が
で
き
る
人
々
か
ら
な
る
少
人
数
の
公
開
市
場
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
カ
リ
ー
の
提
言
で
あ
っ
た
。
こ
の
提

言
は
、
彼
が
連
邦
通
貨
庁
の
新
設
よ
り
は
連
邦
準
備
局
の
権
限
強
化

（
　
）
２８

（
　
）
２９

を
も
っ
て
改
革
の
実
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
現
実
路
線
に
転
じ
た
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
一
〇
〇
％
準
備
の
構
想
は
ど
の
よ
う
な
結
末
を
得
た
だ
ろ
う

か
。
権
限
を
強
め
た
準
備
局
に
カ
リ
ー
は
さ
ら
に
二
つ
の
通
貨
政
策

を
期
待
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
割
引
率
の
決
定
で
あ
り
、
他
は
準
備

率
の
変
更
で
あ
る
。
割
引
率
の
決
定
権
を
準
備
局
が
握
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
準
備
制
度
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
中
央
銀
行
に
近
づ
く
は
ず

で
あ
っ
た
。
準
備
率
の
変
更
権
に
つ
い
て
は
や
や
経
緯
が
あ
る
。
サ

ン
デ
イ
ラ
ン
ズ
（R

oger
Sandilands

 
               
）
に
よ
れ
ば
、
準
備
局
に
無
制

限
の
準
備
変
更
権
を
与
え
る
と
い
う
の
が
カ
リ
ー
の
当
初
の
案
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
小
切
手
用
預
金
の
一
〇
〇
％
準
備
と
定
期
預
金

の
ゼ
ロ
準
備
を
い
つ
か
は
可
能
に
す
る
装
置
を
仕
掛
け
て
お
こ
う
と

す
る
カ
リ
ー
の
意
図
が
潜
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の

仕
掛
け
は
グ
ラ
ス
の
反
対
に
よ
っ
て
潰
え
た
。
グ
ラ
ス
は
準
備
率
の

変
更
幅
を
現
行
の
最
低
限
準
備
率
の
二
倍
に
抑
え
る
こ
と
を
主
張
し

た
の
で
あ
る 
 

。
こ
の
結
果
、
銀
行
改
革
法
案
に
一
〇
〇
％
準
備
は
足

跡
を
と
ど
め
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

六
　
一
九
三
五
年
銀
行
法
と
エ
ク
ル
ズ

　
エ
ク
ル
ズ
は
彼
自
身
と
カ
リ
ー
の
ほ
か
に
、
調
査
・
統
計
部
門
局

（
　
）
３０



79

長
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
（E

.A
.G
oldenw

eiser

 
  
   
      
     
）、
事
務
局
長
の

モ
リ
ル
（C

.H
.
M
orril

 
  
   
     
）、
事
務
担
当
理
事
ウ
ァ
イ
ア
ッ
ト
（W

.

 
  

W
yatt

 
    
）
を
加
え
て
、
連
邦
準
備
局
内
に
銀
行
改
革
法
の
起
草
委
員
会

を
設
置
し
た
。
下
院
へ
の
法
案
提
出
は
二
月
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

完
成
し
た
法
案
の
主
要
な
改
革
項
目
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
）連
邦
準
備
銀
行
の
総
裁
職
と
役
員
会
議
長
職
を
統
括
し
て
総
裁

職
の
み
と
す
る
。
連
邦
準
備
銀
行
の
役
員
の
任
期
は
続
け
て
六
年
を

超
え
な
い
も
の
と
す
る
。（
二
）預
金
保
険
に
加
盟
す
る
非
加
盟
銀
行

は
一
九
三
七
年
七
月
ま
で
に
準
備
制
度
に
加
盟
す
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
が
、
こ
の
時
期
ま
で
に
す
で
に
準
備
制
度
に
加
盟
し
て
い
る
場

合
に
は
、
加
盟
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
金
の
条
件
を
連
邦
準
備
局
の

権
限
に
お
い
て
免
除
さ
れ
る
。（
三
）公
開
市
場
委
員
会
（O

pen

 
    

M
arket

C
om
m
ittee

 
       
  
 
     
）
は
、
連
邦
準
備
局
の
議
長
お
よ
び
準
備
局
が

毎
年
選
出
す
る
二
名
と
、
連
邦
準
備
銀
行
が
毎
年
選
出
す
る
代
表
二

名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
委
員
会
の
任
務
は
、
準
備
制
度
の
公
開

市
場
操
作
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
準
備
銀
行
を
ま
と
め

る
こ
と
で
あ
る
。
委
員
会
は
ま
た
割
引
率
に
つ
い
て
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
四
）連
邦
準
備
銀
行
は
準
備
局
の
規
則
に
も
と
づ
き
、

加
盟
銀
行
に
対
し
て
健
全
な
資
産
を
も
と
に
貸
出
し
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。（
五
）準
備
銀
行
が
買
い
入
れ
る
合
衆
国
政
府
の
保
証
す
る

証
券
は
、
合
衆
国
政
府
の
直
接
の
債
務
と
し
て
適
格
な
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。（
六
）連
邦
準
備
銀
行
券
の
発
行
に
お
い
て
担
保
は
不
要
と

す
る
。（
七
）ト
マ
ス
修
正
法
を
明
確
化
す
る
形
で
、
準
備
局
に
必
要

準
備
を
変
更
す
る
権
限
を
与
え
る
。
こ
の
決
定
に
つ
い
て
準
備
局
は

緊
急
事
態
を
宣
言
す
る
必
要
も
な
い
し
、
大
統
領
の
了
承
を
得
る
必

要
も
な
い
。（
八
）加
盟
銀
行
に
よ
る
不
動
産
貸
付
を
緩
和
し
、
準
備

局
の
監
視
の
も
と
で
不
動
産
価
格
の
六
〇
％
を
超
え
な
い
範
囲
の
融

資
を
認
め
る 
 

。

　
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
承
認
を
得
た
エ
ク
ル
ズ
の
銀
行
改
革

案
は
他
の
二
つ
の
金
融
関
連
法
案
と
セ
ッ
ト
に
し
て
一
九
三
五
年
銀

行
法
と
し
て
議
会
に
送
ら
れ
た
。
Ｉ
部
の
連
邦
預
金
保
険
法
修
正

案 
 

と
Ⅲ
部
の
一
九
三
三
年
銀
行
法
修
正
案 
 

の
あ
い
だ
に
Ⅱ
部
と
し
て

本
命
の
銀
行
改
革
法
案
を
は
さ
ん
だ
の
で
あ
る
。
Ⅰ
と
Ⅲ
は
銀
行
家

に
と
っ
て
必
要
な
修
正
を
含
ん
で
い
た
の
で
、
反
対
が
予
想
さ
れ
る

Ⅱ
を
間
に
も
ぐ
り
こ
ま
せ
て
一
緒
に
議
会
を
通
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
の
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ル
ズ
の
銀
行
改
革
法
案
は
連
邦
準
備
制
度
に

手
を
加
え
る
よ
り
は
準
備
局
に
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
重
点
を
お
い

て
い
た
か
ら
、
決
し
て
徹
底
的
な
金
融
制
度
の
変
革
を
目
指
す
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
抵
抗
は
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
グ
ラ

（
　
）
３１

（
　
）
３２

（
　
）
３３
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ス
の
故
で
あ
る
。
グ
ラ
ス
と
し
て
は
連
邦
準
備
法
を
制
定
し
て
以
来

守
り
続
け
て
き
た
真
正
手
形
主
義
が
放
擲
さ
れ
る
の
を
黙
っ
て
み
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
グ
ラ
ス
は
大
統
領
が
自

分
に
無
断
で
エ
ク
ル
ズ
を
連
邦
準
備
局
の
総
裁
に
任
じ
た
と
き
か
ら

機
嫌
を
損
ね
て
い
た
。
ま
た
エ
ク
ル
ズ
が
手
違
い
か
ら
銀
行
改
革
法

案
を
議
会
に
上
程
す
る
前
に
見
せ
る
と
い
う
約
束
を
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
も
面
白
く
な
か
っ
た  
 

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
く

て
も
グ
ラ
ス
は
エ
ク
ル
ズ
の
案
に
賛
成
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
五
年
銀
行
法
に
関
す
る
下
院
銀
行
・
通
貨
委
員
会
の
公
聴

会
は
、
二
月
二
一
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
二
五
回
に
わ
た
っ
て
開
か

れ
た
。
こ
の
う
ち
一
三
回
が
Ⅱ
部
の
銀
行
改
革
法
の
検
討
に
当
て
ら

れ
て
い
る
。
三
月
四
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
一
〇
回
は
エ
ク
ル
ズ
が

証
人
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ル
ズ
は
冒
頭
の
陳
述
に
お
い
て
、
改
革
法
の

目
的
は
「
雇
用
と
経
済
の
安
定
を
金
融
の
側
か
ら
促
進
す
る
た
め
に

銀
行
制
度
の
能
力
を
強
め
る
」
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
改
革

案
の
う
ち
彼
が
特
に
強
調
し
た
の
は
つ
ぎ
の
四
点
で
あ
っ
た
。（
一
）

連
邦
準
備
銀
行
の
役
員
会
議
長
と
総
裁
の
職
を
一
本
化
し
、
任
命
は

準
備
局
の
合
意
事
項
と
す
る
。（
二
）公
開
市
場
操
作
政
策
の
決
定
機

構
を
修
正
す
る
。（
三
）適
格
性
の
必
要
条
件
の
決
定
権
を
準
備
局
に

（
　
）
３４

移
す  
 

。（
四
）不
動
産
貸
付
に
関
す
る
規
定
の
緩
和
。（
一
）か
ら

（
三
）ま
で
は
、
一
九
三
四
年
に
エ
ク
ル
ズ
の
た
め
に
カ
リ
ー
が
最
初

に
書
い
た
連
邦
準
備
制
度
改
革
の
た
め
の
メ
モ
に
完
全
に
一
致
す
る
。

そ
し
て（
四
）に
は
一
九
三
二
年
に
上
院
金
融
委
員
会
で
陳
述
を
行
っ

て
以
来
の
エ
ク
ル
ズ
の
こ
だ
わ
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
当
時
、
必

要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
必
要
な
資
金
が
ま
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
問
い
、
そ
の
た
め
に
は
政
府
の
介
入
が
必

要
だ
と
述
べ
た
エ
ク
ル
ズ
が
、
連
邦
準
備
局
と
い
う
立
場
か
ら
こ
れ

を
実
践
し
よ
う
と
し
て
着
手
し
た
の
が
商
業
銀
行
に
よ
る
長
期
の
不

動
産
融
資
に
道
を
開
く
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
公
聴
会
に
は
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
法
案
を
起
草
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
ン

プ
ヒ
ル
（R

obert
H
em
phill

 
       
  
     
）
も
登
場
し
た
。
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
上
院

議
員
が
一
九
三
四
年
五
月
に
飛
行
機
事
故
で
急
死
し
て
か
ら
、
一
〇

〇
％
準
備
を
含
む
銀
行
改
革
運
動
は
下
火
に
な
っ
て
い
た
が
、
ヘ
ン

プ
ヒ
ル
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
連
邦
通
貨
庁
と
一
〇
〇
％
準
備
の

構
想
を
改
め
て
ぶ
ち
上
げ
た
。
こ
の
構
想
に
く
ら
べ
れ
ば
、
エ
ク
ル

ズ
の
改
革
案
は
受
身
で
あ
り
曖
昧
で
あ
り
、「
銀
行
業
に
根
本
的
な

変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
も
の
」
で
は
な
い
の
で
あ
っ
た 
 

。
ヘ
ン
プ

ヒ
ル
に
呼
応
し
た
の
が
、
経
済
学
者
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
私
は
こ
の
法
案
に

（
　
）
３５

（
　
）
３６
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は
い
く
つ
か
の
修
正
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
最
も
重
要
な
修
正
は
、

今
朝
、
ヘ
ン
プ
ヒ
ル
氏
が
強
調
さ
れ
た
点
で
す
。
エ
ク
ル
ズ
氏
が
無

責
任
な
思
い
つ
き
で
こ
の
国
の
一
万
五
千
の
銀
行
の
必
要
準
備
を
上

げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
の
を
許
す
よ
り
は

─
中
略

─
ヘ
ン
プ
ヒ

ル
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
準
備
率
を
一
挙
に
一
〇
〇
％
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
い
ま
す  
 

。」
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
指
摘
は
、
カ
リ
ー
が

わ
ず
か
に
望
み
を
託
し
た
準
備
率
の
変
更
権
限
に
つ
い
て
、
た
と
え

そ
の
変
更
幅
が
無
制
限
で
あ
る
場
合
で
も
、
使
い
方
を
間
違
え
ば
効

果
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
鋭
い
。
一
〇
〇
％
準
備
は
そ
の
よ
う
な
心

配
を
払
拭
す
る
最
善
の
策
な
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
の

時
、『
一
〇
〇
％
準
備
通
貨 
（100%

M
oney

    
  
    
）』
と
題
す
る
書
物
の
公

刊
を
準
備
中
で
あ
っ
た
。
彼
の
一
〇
〇
％
準
備
論
は
、
シ
カ
ゴ
・
プ

ラ
ン
の
影
響
を
う
け
た
と
み
ら
れ
る
が
、
シ
カ
ゴ
の
経
済
学
者
た
ち

が
プ
ラ
ン
の
提
示
に
終
わ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は

プ
ラ
ン
の
実
行
を
目
指
し
て
銀
行
改
革
案
を
ヘ
ン
プ
ヒ
ル
や
ゴ
ー
ル

ズ
ボ
ロ
ー
上
院
議
員
な
ど
と
共
同
で
策
定
し
た
り
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
行
動
に
及
ん
で
い
た 
 

。

　
下
院
の
公
聴
会
で
は
エ
ク
ル
ズ
の
改
革
案
は
む
し
ろ
生
ぬ
る
い
と

し
て
、
も
っ
と
徹
底
的
な
改
革
を
望
む
声
が
挙
が
っ
た
が
、
上
院
で

は
改
革
は
不
必
要
と
い
う
保
守
的
な
意
見
が
相
つ
い
だ
。
上
院
の
公

（
　
）
３７（

　
）
３８

聴
会
を
主
催
し
た
の
は
銀
行
・
通
貨
委
員
会
の
小
委
員
会
で
あ
る
。

小
委
員
会
の
議
長
は
一
九
三
〇
年
初
頭
か
ら
グ
ラ
ス
が
務
め
て
い
た
。

グ
ラ
ス
は
彼
の
小
委
員
会
が
エ
ク
ル
ズ
の
連
邦
準
備
局
総
裁
就
任
を

承
諾
し
な
け
れ
ば
エ
ク
ル
ズ
の
改
革
案
も
つ
ぶ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
画
策
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
彼
が
次
な
る
反
撃
の
砦

と
し
た
の
は
小
委
員
会
に
よ
る
公
聴
会
で
あ
っ
た  
 

。
エ
ク
ル
ズ
が
証

人
と
し
て
喚
問
さ
れ
た
の
は
五
月
一
〇
日
と
一
三
日
で
あ
る
。

　
銀
行
改
革
案
の
具
体
的
な
目
的
は
何
か
と
問
わ
れ
て
、
エ
ク
ル
ズ

は
貨
幣
を
管
理
す
る
た
め
の
三
つ
の
手
段
を
連
邦
準
備
局
が
掌
握
す

る
こ
と
で
あ
る
と
答
え
た
。
三
つ
の
手
段
と
は
、
公
開
市
場
操
作
と

割
引
率
の
決
定
と
準
備
率
の
変
更
で
あ
る
。
同
時
に
彼
は
次
の
よ
う

に
付
け
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。「
貨
幣
政
策
だ
け
で
我
が

国
が
一
九
二
八
年
と
一
九
二
九
年
に
直
面
し
た
よ
う
な
困
難
を
完
全

に
回
避
で
き
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
私
は
所
得
分
配
の
問
題

が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
貨
幣
の
流
通
速
度
が
変
わ
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
の

管
理
に
よ
る
の
み
で
恐
慌
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。」
彼
は
さ
ら
に
述
べ
る
。「
政
府
支
出
が
適
宜
に
計
画

さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
適
正
な
所
得
分
配
を
う
な
が
す
よ
う
な
税
制

な
し
に
、
貨
幣
の
管
理
が
ブ
ー
ム
と
恐
慌
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で

（
　
）
３９
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す
。」
そ
の
上
で
彼
が
強
調
し
た
の
は
、
限
定
つ
き
で
は
あ
れ
連
邦

準
備
制
度
が
貨
幣
の
管
理
責
任
を
全
う
す
る
た
め
に
、
小
切
手
用
預

金
を
持
つ
銀
行
は
す
べ
て
連
邦
準
備
制
度
に
加
盟
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
カ
リ
ー
の

願
望
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
で
願
望
が
提
案
に
ま
で
現
実
味
を

帯
び
た
の
は
、
連
邦
準
備
制
度
加
盟
問
題
が
連
邦
預
金
保
険
制
度
加

入
問
題
と
重
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
準
備
制
度
に
加
盟
し
て
い
な
い

が
預
金
保
険
制
度
に
は
加
入
し
た
い
と
希
望
す
る
州
法
銀
行
が
増
え

て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
預
金
保
険
制
度
に
加

入
す
る
銀
行
に
準
備
制
度
の
加
盟
を
義
務
づ
け
よ
う
と
い
う
の
が
、

エ
ク
ル
ズ
の
提
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
下
院
で
修
正

さ
れ
て
、
準
備
制
度
へ
の
加
盟
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
は
五
〇
万
ド

ル
以
上
の
預
金
を
も
つ
州
法
銀
行
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ

ク
ル
ズ
は
こ
の
修
正
を
不
満
と
し
て
、
上
院
の
小
委
員
会
に
お
い
て

国
法
銀
行
と
州
法
銀
行
に
二
分
さ
れ
る
銀
行
制
度
に
終
止
符
を
打
つ

べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　
グ
ラ
ス
が
こ
の
時
だ
け
は
エ
ク
ル
ズ
に
共
感
し
た
こ
と
は
興
味
深

い
。
グ
ラ
ス
は
連
邦
準
備
制
度
の
生
み
の
親
と
し
て
、
連
邦
準
備
制

度
に
と
っ
て
州
法
銀
行
の
加
盟
を
増
や
す
こ
と
の
重
要
性
を
熟
知
し

て
い
た
。
彼
は
連
邦
準
備
制
度
か
ら
離
脱
し
て
州
法
銀
行
に
改
組
し

よ
う
と
す
る
国
法
銀
行
が
増
え
て
い
る
傾
向
を
抑
え
る
た
め
に
、
州

に
よ
っ
て
は
国
法
銀
行
に
支
店
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
一
九

三
三
年
銀
行
法
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
支
店
の
設
置
は
国
法
銀
行
に

連
邦
準
備
制
度
か
ら
の
離
脱
を
思
い
と
ど
ま
せ
る
は
ず
で
あ
っ
た  
 

。

法
案
作
り
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
は
連
邦
準
備
法
以
来
の
盟
友
で
後
に

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
ウ
ィ
リ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
小

委
員
会
で
の
証
言
で
は
、
ウ
ィ
リ
ス
は
加
盟
銀
行
が
離
脱
す
る
の
は

連
邦
準
備
制
度
の
ほ
う
に
理
由
が
あ
る
と
主
張
し
て
、
グ
ラ
ス
を
驚

か
せ
た
。「
私
は
連
邦
準
備
制
度
へ
の
強
制
加
盟
に
賛
成
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
邦
準
備
制
度
へ
の
加
盟
は
強
制
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
彼
は
述
べ
て
、
連

邦
準
備
制
度
は
一
級
の
銀
行
だ
け
を
加
え
た
小
規
模
の
も
の
で
あ
る

べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る 
 

。
ウ
ィ
リ
ス
は
連
邦
準
備
局
か
ら
離

れ
て
以
来
、
連
邦
準
備
局
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
こ
と
に
情
熱
を
燃

や
し
て
い
た
か
ら
、
グ
ラ
ス
が
彼
を
公
聴
会
に
呼
ん
だ
の
は
、
と
も

に
作
っ
た
連
邦
準
備
制
度
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
支
店
制
度
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ス
は
エ
ク
ル
ズ
に
「
あ
な
た
は
支
店

制
度
が
小
さ
な
銀
行
の
問
題
を
解
決
す
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
問

い
か
け
て
い
る
。
エ
ク
ル
ズ
は
「
州
の
範
囲
あ
る
い
は
特
定
の
地
域

（
　
）
４０

（
　
）
４１
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の
範
囲
で
な
ら
支
店
制
度
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
え

た
が
、「
で
は
そ
れ
を
改
革
案
に
盛
り
込
も
う
と
は
さ
れ
な
い
の
で

す
か
」
と
畳
み
込
ま
れ
て
、「
今
回
は
や
り
ま
せ
ん
」
と
応
じ
て
い
る
。

彼
の
言
い
訳
は
、
賛
否
の
激
し
す
ぎ
る
問
題
に
踏
み
込
み
た
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た  
 

。
エ
ク
ル
ズ
は
後
に
回
想
し
て
、
銀
行
が
大

き
く
な
る
の
を
嫌
う
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
支
店
設
置
に
反
対
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
が  
 

、
こ
れ
は
公
言
で
き
な
い
理
由
で
あ
っ
た
。
し

か
し
グ
ラ
ス
は
執
拗
に
追
求
し
て
エ
ク
ル
ズ
の
本
音
を
引
き
出
し
て

い
る
。
エ
ク
ル
ズ
は
個
人
的
見
解
と
し
て
断
り
な
が
ら
、
銀
行
業
の

一
元
化
と
と
も
に
支
店
制
度
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
か
ね
て
よ
り
承
知
し

て
い
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る 
 

。

　
上
院
小
委
員
会
で
は
一
〇
〇
％
準
備
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
な

か
っ
た
が
、
下
院
で
の
討
議
を
意
識
し
て
か
、
エ
ク
ル
ズ
は
用
意
し

た
陳
述
書
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
商
業
銀
行
業
務

か
ら
預
金
業
務
を
引
き
離
す
こ
と
を
主
張
す
る
人
々
か
ら
当
法
案
は

批
判
を
浴
び
て
い
る
。
理
論
的
に
は
そ
の
よ
う
な
分
離
が
望
ま
し
い

と
主
張
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
が
、
要
求
払
い
預
金
だ
け
で

は
経
営
し
て
い
け
な
い
小
さ
な
銀
行
が
何
千
と
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
れ

を
実
行
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る 
 

。」
カ
リ
ー
の
銀
行
改
革
案
か
ら

（
　
）
４２

（
　
）
４３

（
　
）
４４

（
　
）
４５

一
〇
〇
％
準
備
構
想
が
消
え
た
理
由
も
こ
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
　
一
九
三
五
年
銀
行
法
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

　
カ
リ
ー
は
公
聴
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

証
人
の
幾
人
か
は
彼
の
名
前
を
挙
げ
て
い
た
。
チ
ェ
ー
ス
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
銀
行
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（B

enjam
in

 
     
   

A
nderson

 
       
）
は
、
上
院
の
小
委
員
会
で
一
日
の
大
半
を
費
や
し
て
カ

リ
ー
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
エ
ク
ル
ズ
法
案
の
な
か
に
急
進
的

な
新
し
い
理
論
を
嗅
ぎ
つ
け
、
そ
の
理
論
の
提
供
者
と
し
て
カ
リ
ー

を
特
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
カ
リ
ー
の
著
書
『
貨

幣
の
供
給
と
管
理
』
を
新
し
い
理
論
の
証
拠
と
し
て
提
出
し
、
自
身

が
作
成
し
た
批
判
の
文
章
を
読
み
上
げ
た
。
新
し
い
理
論
と
は
、
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
管
理
と
い
う
言
葉
を
多
用
す
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
り
、
貨
幣
の
供
給
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
得
と
物

価
を
管
理
で
き
る
と
考
え
る
点
で
従
来
の
信
用
・
銀
行
の
理
論
と
異

な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た 
 

。
従
来
の
理
論
と
は
、
も
と
よ
り
、
カ

リ
ー
が
激
し
く
批
判
し
た
商
業
貸
付
の
理
論
、
つ
ま
り
真
正
手
形
主

義
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼

（
カ
リ
ー
）
は
銀
行
の
流
動
性
を
大
事
な
も
の
と
思
っ
て
い
な
い
。

（
　
）
４６
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す
ぐ
に
流
動
化
さ
れ
る
よ
う
な
ロ
ー
ン
や
、
借
り
手
が
必
要
と
し
な

い
時
に
は
預
金
に
も
ど
し
て
借
金
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
流
動
化
さ

れ
る
ロ
ー
ン
は
、
中
央
の
機
関
に
よ
る
要
求
払
い
預
金
の
量
的
な
管

理
を
妨
げ
る
が
故
に
〔
困
っ
た
も
の
（perverse

        
）〕
と
み
な
さ
れ
て

い
る  
 

。」
カ
リ
ー
は
後
日
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
反
論
し
て

い
る
が  
 

、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
意
図
は
カ
リ
ー
の
理
論
に
こ
と
ご
と
く

反
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ラ
ス
を
喜
ば
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
議
論
が
か
み
合
う
は
ず
は
な
か
っ
た
。

　
カ
リ
ー
の
貨
幣
理
論
を
ケ
イ
ン
ズ
に
結
び
つ
け
て
「
カ
リ
ー
味
の

ケ
イ
ン
ズ
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、
Ｊ
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ

（Jam
es
W
arburg

   
    
      
） 
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
生
焼

き
の
ケ
イ
ン
ズ
肉
に
カ
リ
ー
の
ソ
ー
ス
を
か
け
た
一
知
半
解
な
理
論

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
に
よ
れ
ば
、
カ
リ
ー
は
ケ
イ

ン
ズ
の
説
に
も
と
づ
い
て
、
政
治
に
よ
る
連
邦
準
備
制
度
の
支
配
を

強
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
提
案
さ
れ
た
の

が
連
邦
準
備
制
度
の
組
織
と
機
能
の
改
革
で
あ
り
、
連
邦
準
備
局
の

権
限
の
強
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
民
の
金
を
政
治
の
手
に
委
ね
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
先
に
は
国
家
に
よ
る
銀
行
の
所
有
が
あ
る
。

ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
こ
こ
で
突
如
レ
ー
ニ
ン
を
持
ち
出
し
て
、
一
九
一

七
年
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
会
議
で
「
共
産
主
義
に
向
か
う
第
一
歩

（
　
）
４７（

　
）
４８

は
銀
行
の
国
有
化
で
あ
る
こ
と
に
我
々
は
同
意
し
た
」
と
述
べ
た

レ
ー
ニ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る  
 

。
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
、
連
邦
準

備
制
度
の
創
設
時
に
中
央
銀
行
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
グ
ラ
ス
と
論
戦

を
交
え
た
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
を
父
に
持
つ
銀
行
家
で
あ
る
。

当
時
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
の
取
締
役
会
副
議
長
で
あ
っ
た
。
彼
は

カ
リ
ー
理
論
の
粉
砕
役
を
期
待
さ
れ
て
証
人
席
に
立
っ
た
に
違
い
な

い
が
、
そ
の
証
言
は
い
つ
の
間
に
か
、
理
論
を
は
な
れ
て
現
実
に
銀

行
家
と
し
て
彼
が
最
も
恐
れ
て
い
る
こ
と
に
移
っ
て
い
っ
た
。
恐
れ

と
は
、
強
い
政
府
に
よ
る
銀
行
業
務
の
抑
圧
で
あ
る 
 

。
ウ
ォ
ー
バ
ー

グ
の
目
に
は
エ
ク
ル
ズ
と
カ
リ
ー
の
改
革
案
は
銀
行
の
国
有
化
を
招

き
よ
せ
る
危
険
な
改
革
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
の
恐
れ
が
彼
だ
け
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

他
の
銀
行
関
係
者
の
証
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
が
一
様
に

指
摘
し
た
の
は
、
政
府
と
連
邦
準
備
制
度
の
関
係
で
あ
り
、
前
者
に

よ
る
後
者
の
支
配
で
あ
っ
た 
 

。
な
か
で
も
チ
ェ
ー
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

銀
行
の
取
締
役
会
議
長
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
（W

inthrop
A
ldrich

 
         
      
）
は
、

準
備
局
は
最
高
裁
判
所
の
よ
う
に
政
府
か
ら
独
立
し
た
機
関
で
あ
る

べ
き
だ
と
主
張
し
て
、
準
備
局
の
理
事
か
ら
財
務
長
官
と
通
貨
監
督

官
を
除
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る 
 

。
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
発
想
は
さ
ら

に
徹
底
す
れ
ば
、
連
邦
通
貨
庁
の
構
想
に
つ
な
が
っ
た
か
も
知
れ
な

（
　
）
４９

（
　
）
５０

（
　
）
５１

（
　
）
５２
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い
。
カ
リ
ー
が
一
九
三
四
年
九
月
段
階
で
は
連
邦
通
貨
庁
の
信
奉
者

で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
彼
は
連
邦
通
貨
庁

に
財
務
長
官
と
通
貨
監
督
官
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い

た  
 

。
銀
行
改
革
法
案
作
成
の
過
程
で
、
カ
リ
ー
は
強
化
さ
れ
た
準
備

局
に
連
邦
通
貨
庁
と
同
様
な
役
割
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
準

備
局
の
理
事
会
か
ら
財
務
長
官
と
通
貨
監
督
官
を
除
こ
う
と
は
し
て

い
な
い
。
こ
の
限
り
、
彼
の
改
革
案
に
は
準
備
局
を
あ
え
て
政
府
か

ら
引
き
離
そ
う
と
い
う
発
想
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
改
革
案
に
対
し
て
政
治
に
連
邦
準
備
制
度
の
支
配
を
許
す
の
で
は

な
い
か
と
い
う
批
判
が
強
い
こ
と
を
承
知
し
て
、
エ
ク
ル
ズ
は
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。「
本
法
案
に
対
す
る
批
判
は
、
本
法
案
を
連
邦
準

備
制
度
ひ
い
て
は
銀
行
制
度
を
政
治
の
支
配
の
下
に
置
こ
う
と
す
る

試
み
で
あ
る
と
み
な
す
人
々
か
ら
広
汎
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
準
備
制
度
と
政
府
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い
て
本
法
案
だ
け
で
は

な
く
現
行
法
（
連
邦
準
備
法
、
筆
者
）
も
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。
本
法
案
は
、
準
備
局
が
国
家
の
貨
幣
政
策
に
関
し
て
持
つ
権
限

と
責
任
を
明
確
に
し
、
同
時
に
準
備
銀
行
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

問
題
に
つ
い
て
自
立
し
た
権
限
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
与
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
案
に
は
準
備
局
に
た
い
す
る

政
治
当
局
の
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
何
ら
の
意
図
も
含
ま
れ
て
い

（
　
）
５３

な
い  
 

。」　
そ
も
そ
も
準
備
制
度
が
最
初
に
出
来
た
と
き
か
ら
、
国
家

の
信
用
・
貨
幣
政
策
は
公
共
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
き

た
と
し
て
、
エ
ク
ル
ズ
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

「
我
々
の
新
し
い
法
（
連
邦
準
備
法
、
筆
者
）
が
定
め
る
の
は
、
銀
行

業
と
発
券
の
シ
ス
テ
ム
の
管
理
は
私
的
で
な
く
公
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
政
府
自
身
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
銀
行
は
経
済
や
個
々
の
企
業
や
起
業
の
た
め
の
道
具
で
こ
そ

あ
れ
、
主
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る 
 

。」
エ
ク
ル
ズ
は
、
金

融
政
策
を
統
御
す
る
の
は
政
府
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
基
本
認
識
に

お
い
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
と
連
邦
準
備
制
度
の
改
革
案
は
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
改
革
案
の
み
が
批
判
さ

れ
る
こ
と
は
当
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統

領
を
持
ち
出
し
た
の
は
グ
ラ
ス
の
口
封
じ
の
た
め
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
革
案
が
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
革
新
主
義
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は

大
き
か
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
精
神
を
生
か
し
、
連
邦
準
備
制
度
が

当
面
す
る
金
融
恐
慌
に
有
効
に
対
処
す
る
た
め
に
、
連
邦
準
備
局
は

金
融
政
策
に
関
し
て
大
き
な
権
限
と
責
任
を
も
つ
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
基
本
線
に
沿
う

改
革
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ス
は
、
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
提
言
を
受
け
て
、

（
　
）
５４

（
　
）
５５
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上
院
修
正
案
に
連
邦
準
備
局
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
財
務
長
官
と

通
貨
監
督
官
を
削
る
一
項
を
入
れ
た
が
、
こ
れ
は
政
府
に
よ
る
連
邦

準
備
制
度
の
支
配
を
非
難
す
る
声
を
和
ら
げ
る
と
い
う
意
味
で
、
エ

ク
ル
ズ
と
カ
リ
ー
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た  
 

。

　
上
院
に
よ
る
一
九
三
五
年
銀
行
法
の
修
正
案  
 

が
成
立
し
た
の
は
七

月
二
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

リ
ッ
プ
マ
ン
は
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
の
コ
ラ
ム
「
今
日
と
明

日
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
議
会
に
山
積
し
て
い
る
法
案
の
な

か
で
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
図
抜
け
て
大
き
な
可
能
性
を
も
ち
、
国
の

経
済
と
政
治
の
運
命
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
が
、
銀
行
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
々
が
経
験
し
た
ば
か
り

の
金
融
破
綻
が
将
来
に
お
い
て
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
作
ら
れ
た
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
れ
ば
、
議
会
に
積
ま
れ

て
い
る
他
の
法
案
な
ど
は
微
々
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
の

に
、
先
週
、
銀
行
法
は
本
質
的
な
議
論
を
す
る
こ
と
な
く
上
院
を

通
っ
た
。
担
当
の
上
院
議
員
グ
ラ
ス
は
本
質
を
議
論
し
よ
う
と
せ
ず

に
、
手
に
負
え
な
い
子
供
を
騙
そ
う
と
す
る
大
人
の
気
分
で
立
ち
向

か
い
、
し
か
も
ひ
と
つ
と
し
て
譲
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。」
リ
ッ
プ
マ
ン
は
議
論
さ
れ
る
べ
き
銀
行
法
の
本
質
は
、
連
邦

準
備
制
度
に
貨
幣
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
と
責
任
を
与
え
る
こ
と

（
　
）
５６

（
　
）
５７

で
あ
る
と
喝
破
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
貨
幣
を
管
理
す
る
権
限
が

あ
る
の
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
準
備
局
か
、
そ
れ
と
も
準
備
銀
行
を
代
表

す
る
委
員
会
か
と
か
、
理
事
会
に
財
務
長
官
と
通
貨
監
督
官
を
入
れ

る
と
か
入
れ
な
い
と
か
い
う
の
は
二
義
的
な
こ
と
に
す
ぎ
な
い
」
の

で
あ
っ
た
。
リ
ッ
プ
マ
ン
が
銀
行
法
に
つ
い
て
抱
く
唯
一
の
不
満
は
、

大
統
領
に
連
邦
準
備
制
度
理
事
の
任
命
権
を
与
え
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
。「
こ
れ
は
銀
行
法
の
目
的
に
と
っ
て
全
く
不
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
大
統
領
に
融
資
し
て
果
て
し
な
い
負
債
を
払
わ
せ
る
た
め

で
は
な
い
か
と
、
い
た
ず
ら
な
憶
測
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
」
と
述

べ
た
リ
ッ
プ
マ
ン
は
、
グ
ラ
ス
が
修
正
を
す
る
な
ら
ば
こ
の
点
こ
そ

直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
締
め
く
く
っ
て
い
る 
 

。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
嫌

い
の
リ
ッ
プ
マ
ン
な
ら
で
は
の
言
葉
だ
が
、
そ
の
彼
が
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
立
法
を
こ
れ
ほ
ど
誉
め
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

エ
ク
ル
ズ
は
こ
の
コ
ラ
ム
に
よ
ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た
ら
し
い
。
コ

ピ
ー
を
準
備
局
内
に
配
布
し
、
自
分
で
筆
を
取
っ
て
長
文
の
礼
状
を

リ
ッ
プ
マ
ン
に
送
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
彼
は
グ
ラ
ス
の
修
正
案

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。「
準
備
局
を
独
立
の
非
政
治

的
機
関
に
改
組
し
て
こ
れ
に
国
家
の
利
益
を
委
ね
よ
う
と
し
て
、
上

院
の
修
正
案
は
公
開
市
場
委
員
会
に
国
家
的
立
場
よ
り
は
地
域
あ
る

い
は
地
方
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人
た
ち
の
代
表
を
多
数
送
り
込
ん

（
　
）
５８
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で
い
ま
す
。
さ
ら
に
不
都
合
な
こ
と
は
、
公
開
市
場
操
作
は
こ
の

人
々
に
任
さ
れ
、
あ
と
の
二
つ
の
重
要
な
政
策
手
段
で
あ
る
必
要
準

備
と
割
引
率
の
決
定
権
は
新
設
の
準
備
局
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
三
つ
の
手
段
を
一
斉
に
同
じ
目
的
の
た
め
に
使
っ
て
こ
そ

効
果
が
あ
る
の
に
、
こ
れ
で
は
非
論
理
的
で
全
く
望
ま
し
く
な
い
責

任
の
分
担
を
招
き
、
い
ず
れ
は
行
き
詰
ま
り
と
挫
折
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
で
し
ょ
う  
 

。」

　
そ
の
後
エ
ク
ル
ズ
が
グ
ラ
ス
修
正
案
と
い
か
に
闘
っ
た
か
は
、
エ

ク
ル
ズ
の
自
伝
に
詳
し
い
。
ま
ず
、
三
つ
の
金
融
政
策
手
段
に
つ
い

て
、（
一
）公
開
市
場
委
員
会
は
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
と
し
て
、
連

邦
準
備
局
が
権
限
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
。
委
員
会
を
構
成
す
る
の

は
、
理
事
会
全
員
の
七
名
と
一
二
の
連
邦
準
備
銀
行
が
選
出
す
る
五

名
で
あ
る
。（
二
）必
要
準
備
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
合
意
を
得
る
べ

き
準
備
制
度
理
事
の
数
を
グ
ラ
ス
案
の
五
名
か
ら
四
名
に
縮
小
し
た
。

変
更
は
事
前
の
緊
急
事
態
宣
言
や
大
統
領
の
合
意
な
し
に
実
行
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
変
更
の
幅
は
グ
ラ
ス
の
案
に
従
っ
て
上
限
を

現
行
の
二
倍
ま
で
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
三
）割
引
率
に
つ
い
て

は
、
連
邦
準
備
銀
行
に
も
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
を
認
め
る
代
わ
り

に
、
一
四
日
ご
と
に
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
が
こ
れ
を
承
認
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
。
譲
歩
を
重
ね
な
が
ら
、
と
に
か
く
エ
ク
ル
ズ
は

（
　
）
５９

三
つ
の
政
策
を
準
備
局
に
掌
握
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る  
 

。

　
連
邦
準
備
局
は
改
組
し
て
名
称
を
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
と
改
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
統
領
が
任
命
し
議
会
が
承
認
す
る
理
事
会
の

メ
ン
バ
ー
は
七
人
、
財
務
長
官
と
通
貨
監
督
官
は
除
か
れ
た
。
エ
ク

ル
ズ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
さ
ら
に
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。（
一
）連

邦
準
備
銀
行
は
加
盟
銀
行
へ
の
貸
出
し
を
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の

定
め
る
規
則
に
従
っ
て
、
満
足
で
き
る
（satisfactory

            
）
と
同
時
に
適

格
で
あ
る
（eligible

        
）
手
形
を
も
と
に
行
い
得
る
。
適
格
と
い
う
言

葉
が
残
っ
た
の
は
グ
ラ
ス
が
要
求
し
た
た
め
で
あ
る
。（
二
）国
法
銀

行
に
よ
る
長
期
の
不
動
産
貸
付
は
、
地
域
や
種
類
の
制
限
な
し
に
行

い
得
る
。（
三
）州
法
銀
行
の
連
邦
準
備
制
度
へ
の
加
盟
は
、
一
〇
〇

万
ド
ル
以
上
の
預
金
を
持
ち
、
一
九
四
二
年
七
月
ま
で
に
連
邦
預
金

保
険
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
を
条
件
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
州
法
銀
行
の
加
盟
を
無
条
件
で
承
認
し
よ
う
と
し
た
エ
ク
ル

ズ
の
原
案
は
も
と
よ
り
、
加
盟
条
件
の
預
金
額
を
五
〇
万
ド
ル
以
上

と
し
た
下
院
の
修
正
案
よ
り
も
後
退
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
資
本
が

条
件
に
達
し
な
い
銀
行
に
つ
い
て
、
資
本
の
一
部
が
優
先
株
式
で

あ
っ
た
り
、
既
発
行
の
株
式
や
ノ
ー
ト
や
復
興
金
融
公
社
が
買
い

取
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
無
担
保
債
権
を
所
有
し
て
い
る
場
合
に
は
加

盟
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た 
 

。

（
　
）
６０

（
　
）
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一
九
三
五
年
銀
行
法
は
八
月
二
三
日
に
大
統
領
が
署
名
し
て
成
立

し
た
。

八
　
一
九
三
七
年
景
気
後
退
と
金
融
政
策

　
一
九
三
七
年
六
月
一
二
日
、
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
議
長
エ
ク
ル

ズ
は
秘
書
の
ク
レ
イ
ト
ン
（C

layton
 
      
） 
が
作
成
し
た
カ
リ
ー
の
経
済

状
況
分
析
の
要
約
を
受
け
取
っ
た
。
要
約
は
カ
リ
ー
の
二
つ
の
問
い

か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。（
一
）準
備
を
引
き
上
げ
た
の
は
行
き
過

ぎ
で
は
な
か
っ
た
か
？
（
二
）財
政
は
あ
ま
り
に
も
早
く
均
衡
に
戻

ろ
う
と
し
て
い
な
い
か
？ 
 

　
お
よ
そ
二
ヵ
月
後
の
景
気
後
退
を
予
測
す
る
か
の
よ
う
な
こ
の
問

い
か
け
は
、
一
九
三
五
年
銀
行
法
成
立
後
の
金
融
・
財
政
政
策
に
見

直
し
を
迫
っ
て
い
た
。
ま
ず
準
備
に
つ
い
て
、
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
は
一
九
三
六
年
八
月
に
は
じ
め
て
加
盟
銀
行
の
必
要
準
備
率
を
引

き
上
げ
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
金
の
流
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
過
剰
準

備
を
減
ら
し
て
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
を
払
拭
す
る
の
が
そ
の
目
的
で

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
過
剰
準
備
は
一
五
億
ド
ル
減
少
し
て
二
〇
億

ド
ル
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
七
年
一
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
金

の
流
入
が
さ
ら
に
増
え
て
過
剰
準
備
は
ふ
た
た
び
二
〇
億
ド
ル
を
上

回
っ
て
い
た
。
信
用
の
拡
大
が
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
過
剰
準
備

（
　
）
６２

を
減
ら
し
て
お
こ
う
と
い
う
む
し
ろ
予
防
的
な
意
味
で
検
討
さ
れ
た

の
が
二
度
目
の
準
備
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。
一
月
三
〇
日
に
一
五
億

ド
ル
の
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
、
二
度
に
分
け
て
三
月
一
日
に
七
億

五
〇
〇
〇
万
、
五
月
一
日
に
残
り
の
七
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
が
加
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
準
備
引
き
上
げ
政
策
に
財
務
省
に
よ
る
金

の
不
胎
化
政
策
を
加
え
れ
ば
、
過
剰
準
備
対
策
は
一
応
万
全
な
も
の

に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た  
 

。
カ
リ
ー
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
も
と

も
と
中
途
半
端
な
準
備
の
変
更
に
効
果
を
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。

エ
ク
ル
ズ
も
結
果
の
分
か
ら
ぬ
準
備
の
操
作
よ
り
は
公
開
市
場
操
作

の
ほ
う
が
確
実
な
方
法
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る 
 

。
む
し

ろ
、
準
備
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
過
剰
準
備
の
解
消
を
期
待
し
た

の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
連
銀
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
の
は
、
フ

リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
オ
ー
ツ
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五

年
一
二
月
に
同
連
銀
が
作
成
し
た
メ
モ
に
は
過
剰
準
備
対
策
と
し
て

準
備
の
操
作
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
公
開
市
場
操

作
は
量
的
に
無
理
が
あ
る
し
、
割
引
率
操
作
は
借
り
手
不
在
で
は
効

果
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た 
 

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
の
ハ
リ
ソ
ン

総
裁
は
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の

主
張
が
委
員
会
を
動
か
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
カ
リ
ー

が
行
き
過
ぎ
を
問
い
か
け
た
の
は
、
二
度
目
の
準
備
引
き
上
げ
の
あ

（
　
）
６３

（
　
）
６４

（
　
）
６５
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と
に
景
気
後
退
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ど
う
や
ら
遅
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
る  
 

。

　
連
邦
準
備
局
が
準
備
の
変
更
に
踏
み
切
っ
た
の
を
み
て
、
ア
ー

ヴ
ィ
ン
グ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
一
九
三
七
年
二
月
一
〇
日
に
、
公
刊

を
予
定
し
て
い
た
論
文
の
コ
ピ
ー
を
大
統
領
に
送
っ
た
。
論
文
の
題

名
は
「
一
〇
〇
％
準
備
」
で
あ
り
、
彼
が
一
九
三
五
年
銀
行
法
の
成

立
後
も
一
〇
〇
％
準
備
構
想
を
諦
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
送
り
状
に
は
「
ご
存
知
の
通
り
、
こ
れ
は
金
融
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
最
も
重
要
な
部
分
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の

論
文
は
貴
下
の
財
政
問
題
の
お
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
、
手
書

き
の
数
行
が
添
え
ら
れ
て
あ
っ
た 
 

。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
こ
れ
を
エ

ク
ル
ズ
の
も
と
に
回
し
て
い
る
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
論
文
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
始
っ
て
い
た
。

「
イ
ン
フ
レ
を
防
ご
う
と
し
て
連
邦
準
備
局
が
必
要
準
備
を
引
き
上

げ
た
最
近
の
措
置
は
、
改
め
て
、
要
求
払
い
預
金
の
必
要
準
備
を
一

〇
〇
％
に
引
き
上
げ
る
問
題
を
浮
上
さ
せ
る
。」
必
要
準
備
の
変
更

が
許
さ
れ
る
な
ら
、
一
〇
〇
％
の
準
備
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
と
い
う

の
が
彼
の
立
論
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
銀
行
法
が
準
備
率
の
変
更

上
限
に
制
限
を
加
え
て
い
た
こ
と
を
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
知
ら
な
い
は

ず
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
彼
の
議
論
は
法
に
よ
る
制
限
の
問
題
な

（
　
）
６６

（
　
）
６７

ど
を
越
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
低
率
の
し
か
も
分
散
さ
れ
た

準
備
の
制
度
が
い
か
に
ア
メ
リ
カ
の
金
融
制
度
を
脆
弱
な
も
の
に
し

て
い
る
か
を
説
き
、
こ
れ
こ
そ
が
大
恐
慌
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
主
張
す
る
。
彼
が
理
想
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
銀
行
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
発
券
部
門
と
銀
行
部
門

を
分
け
て
い
る
が
、
後
者
の
準
備
が
不
足
し
た
場
合
に
は
前
者
が
紙

幣
の
発
行
を
も
っ
て
こ
れ
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
準
備
を
ほ
と
ん
ど

一
〇
〇
％
に
近
づ
け
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、

ア
メ
リ
カ
の
準
備
制
度
は
信
用
の
収
縮
に
敏
感
に
対
応
で
き
ず
、
貨

幣
の
不
足
を
招
い
て
し
ま
う
。
彼
は
こ
こ
で
再
び
預
金
銀
行
と
貸
付

銀
行
の
分
離
を
主
張
す
る
の
で
あ
る 
 

。
し
か
し
、
こ
れ
は
連
邦
準
備

制
度
と
い
う
ア
メ
リ
カ
に
独
自
の
制
度
を
は
じ
め
か
ら
作
り
か
え
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
諦
め
な
い
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
翌
三
八
年
の
四
月
一
五
日
に
、
ふ
た

た
び
大
統
領
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
彼
は
連
邦
準
備
局
が
必
要
準

備
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
金
融
緩
和
を
図
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
た
。「
必
要
準
備
の
引
き
下
げ
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
心
配
の

種
で
あ
っ
た
不
安
定
な
状
態
そ
の
も
の
に
戻
る
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ク
ル
ズ
議
長
は
こ
の
よ
う
な
一
歩
を
お
嫌
い
に
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん 
 

。」
し
か
し
、
連
邦
準
備
理
事
会
が
必
要
準
備
を
引
き
上
げ

（
　
）
６８

（
　
）
６９



90

た
の
は
過
剰
準
備
の
処
理
が
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
金
融
緩

和
の
た
め
に
準
備
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
必
要

準
備
の
操
作
が
直
ち
に
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ

と
も
数
度
の
経
験
か
ら
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン

と
シ
ュ
オ
ー
ツ
が
、
三
五
年
銀
行
法
に
よ
っ
て
準
備
率
の
操
作
と
い

う
新
し
い
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
公
開
市
場
操
作
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
な
貨
幣
の
供
給
が
可
能
だ
っ
た
ろ
う
と
指

摘
す
る
の
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う 
 

。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
さ
ら
に
、
不
況
対
策
と
し
て
ヘ
ン
プ
ヒ
ル
の
提

案
を
取
り
上
げ
る
よ
う
大
統
領
に
要
請
し
て
い
た
。
ヘ
ン
プ
ヒ
ル
の

提
案
と
は
、
預
金
者
が
集
め
て
銀
行
に
預
け
て
い
る
手
形
を
直
ち
に

現
金
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貨
幣
の
回
転
を
早
め
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る 
 

。「
準
備
率
を
い
じ
る
よ
り
も
手
形
を
即
座
に
換
金
す
る
方

法
を
と
る
ほ
う
が
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
か
ら
み
た
エ
ク
ル
ズ
の
立
場
を

強
い
も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
」
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
つ
ぎ

の
よ
う
な
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。「
永
続
的
な
金
融
改
革
は

す
ぐ
に
着
手
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
す
べ
て
の
貨
幣
政
策
は
連
邦
準
備

局
、
も
し
く
は
単
数
の
責
任
あ
る
機
関
に
集
中
さ
れ
る
べ
き
で
、
ど

れ
ひ
と
つ
と
し
て
財
務
省
の
手
に
握
ら
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
主
主
義
が
機
能
し
て
行
政
当
局
が
有
能
で
あ
れ
ば
、
貨
幣
政
策
の

（
　
）
７０

（
　
）
７１

責
任
を
分
散
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
。
財
務
省
は
自
分
が
使
う

貨
幣
を
作
る
権
限
を
も
つ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー

の
こ
と
で
は
な
く
現
在
の
仕
組
み
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
だ
け
の
こ

と
で
す
が  
 

。」
大
統
領
か
ら
回
っ
て
来
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
手
紙
に

返
事
を
書
く
の
は
エ
ク
ル
ズ
の
役
目
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
ヘ
ン
プ
ヒ

ル
提
案
は
、
効
果
が
な
い
と
し
て
す
げ
な
く
否
定
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
後
半
の
恒
久
的
な
金
融
改
革
と
財
務
省
か
ら
の
独
立
の
部
分

に
つ
い
て
は
強
い
共
感
を
示
し
た
。
な
に
よ
り
も
金
融
改
革
は
三
五

年
銀
行
法
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
当
の
改
革
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
見
解
が
エ
ク
ル
ズ
を
喜
ば

せ
た
の
で
あ
る 
 

。

　
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
財
務
長
官
を
外
し
た
の

が
エ
ク
ル
ズ
の
側
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ

る
。
そ
の
エ
ク
ル
ズ
が
三
五
年
銀
行
法
成
立
後
に
連
邦
準
備
制
度
を

財
務
省
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
悲
願
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
財
務
長
官
と
の
日
増
し
に
募
る
確
執
の
た
め
で
あ
っ

た
。
一
年
前
に
は
エ
ク
ル
ズ
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
、

い
ま
で
は
鋭
く
対
立
す
る
政
敵
と
な
っ
た
。
二
人
の
対
立
点
は
、
一

九
三
七
年
時
点
で
の
カ
リ
ー
の
第
二
の
問
い
か
け
に
か
か
わ
る
。

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
財
政
を
均
衡
に
戻
そ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
エ

（
　
）
７２

（
　
）
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ク
ル
ズ
は
こ
れ
を
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
前
者
を

「
バ
ラ
ン
サ
ー
」、
後
者
を
「
ス
ペ
ン
ダ
ー
」
と
す
る
均
衡
財
政
か
赤

字
財
政
か
を
め
ぐ
る
攻
防
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
後
期
の
政
策
決
定

を
知
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
平
井
規
之
氏

の
迫
力
あ
る
叙
述
に
ゆ
ず
ろ
う  
 

。
し
か
し
一
つ
だ
け
平
井
氏
が
触
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
れ
ば
、
一
九
三
七
年
の
景
気
後
退
を
め

ぐ
る
財
務
省
と
の
抗
争
で
、
エ
ク
ル
ズ
を
理
論
的
に
支
え
た
の
は
カ

リ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
カ
リ
ー
が
一
九
三
八
年
四
月
に
エ
ク
ル
ズ
の
た
め
に
書
い
た
「
景

気
後
退
の
原
因
」
と
題
す
る
三
六
頁
に
及
ぶ
メ
モ
は
、
連
邦
準
備
局

に
よ
る
準
備
の
引
き
上
げ
が
銀
行
に
よ
る
国
債
の
売
却
を
誘
発
し
、

そ
の
結
果
、
国
債
価
格
が
下
落
し
て
景
気
後
退
の
原
因
を
つ
く
っ
た

と
非
難
す
る
財
務
省
に
反
論
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
三
六
年
に

消
費
と
生
産
財
投
資
は
政
府
の
財
政
支
出
に
よ
っ
て
早
す
ぎ
る
ほ
ど

の
回
復
を
と
げ
た
が
、
企
業
が
自
主
的
に
投
資
し
て
回
復
を
牽
引
す

る
よ
う
に
な
る
寸
前
に
、
政
府
が
突
如
、
補
助
的
（com

pensatory

   
         
） 

支
出
を
止
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
経
済
の
急
速
な
収
縮
を
招
い
た

の
で
あ
っ
た
。
社
会
保
障
費
と
退
役
軍
人
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
の
た
め
に

財
政
が
苦
し
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
無
駄
な
公
共
事
業
支
出
を

見
直
し
も
せ
ず
に
企
業
利
益
に
課
税
し
よ
う
と
す
る
財
務
省
を
批
判

（
　
）
７４

す
る
彼
は
、
準
備
率
の
引
き
上
げ
は
在
庫
の
増
加
に
も
住
宅
の
建
設

の
伸
び
悩
み
に
も
責
任
は
な
い
と
し
て
、
貨
幣
政
策
の
景
気
後
退
へ

の
関
わ
り
を
否
定
す
る  
 

。
こ
れ
は
カ
リ
ー
が
貨
幣
供
給
の
増
減
に

よ
っ
て
経
済
の
回
復
が
左
右
さ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
彼
は
別
の
メ
モ
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

「
現
在
の
状
況
で
は
、
公
開
市
場
操
作
に
よ
っ
て
新
し
い
貨
幣
が
供

給
さ
れ
て
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
貨
幣
が
国
民
所
得
を

増
や
す
た
め
の
働
き
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
住
宅
の
建
設
を
う
な
が

し
、
工
場
や
設
備
に
投
資
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
貨

幣
を
供
給
す
る
よ
り
は
そ
れ
を
使
う
動
機
を
与
え
る
こ
と
の
方
が
重

要
で
あ
る 
 

。」

　
エ
ク
ル
ズ
は
一
九
三
八
年
一
一
月
二
六
日
に
、
一
大
決
心
を
し
て

大
統
領
に
面
会
し
て
い
る
。
懐
に
は
銀
行
制
度
の
新
た
な
改
革
案
の

メ
モ
が
入
っ
て
い
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
大
統
領
に
話
し
か
け
て
い

る
。「
歴
史
に
類
を
見
な
い
銀
行
業
の
崩
壊
に
対
し
て
政
府
が
大
胆

か
つ
効
果
的
な
行
動
を
と
っ
た
こ
と
は
大
き
な
賞
賛
を
浴
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
銀
行
に
対
す
る
信
頼
の
回
帰
と
そ
れ
に
伴
う
景
気
の
回
復

は
、
我
々
の
銀
行
制
度
が
ま
だ
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
不
健
全
で
あ
る

と
い
う
事
実
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
銀
行
制
度
は
緊
急
の

措
置
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
今
、
も
っ
と
広
汎
で
永

（
　
）
７５

（
　
）
７６



92

続
的
な
も
の
に
再
構
築
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

イ
ン
フ
レ
や
デ
フ
レ
の
危
険
性
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
情
勢
に
よ
っ

て
起
こ
る
緊
急
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
現

在
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
う
ま
く
組
織
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
責
任
と
権

限
が
異
な
る
機
関
に
分
散
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
複
が
あ
り
、
二
重
構

造
が
あ
り
、
管
轄
の
行
き
違
い
が
あ
り
ま
す
。
政
策
と
実
行
の
双
方

に
一
貫
性
が
欠
け
て
い
ま
す  
 

。」
そ
れ
か
ら
彼
は
具
体
的
な
改
革
の

中
味
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　
エ
ク
ル
ズ
の
改
革
案
の
第
一
は
、
金
融
政
策
の
実
行
に
際
し
て
機

関
ご
と
に
分
散
さ
れ
て
い
る
責
任
と
権
限
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
銀
行
の
監
督
・
検
査
を
行
う
権
限
は
、
州
法
銀
行

は
連
邦
準
備
制
度
、
国
法
銀
行
は
通
貨
監
督
局
、
被
保
険
非
加
盟
銀

行
は
連
邦
預
金
保
険
公
社
に
あ
る
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を

連
邦
準
備
制
度
の
も
と
に
一
本
化
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
通
貨

監
督
局
は
財
務
省
に
あ
っ
た
か
ら
、
業
務
の
一
本
化
は
連
邦
準
備
制

度
と
財
務
省
の
分
離
を
促
進
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
す
べ

て
の
銀
行
に
連
邦
準
備
制
度
へ
の
加
盟
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
エ
ク
ル
ズ
が
か
ね
て
か
ら
重
視
し
な
が
ら
三
五
年
銀
行
法
で

果
た
せ
な
か
っ
た
銀
行
制
度
の
一
元
化
で
あ
る
。
二
元
銀
行
制
度
が

あ
る
限
り
、
国
法
銀
行
の
加
盟
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
も
、
加
盟
し
よ

（
　
）
７７

う
と
し
な
い
州
法
銀
行
に
強
制
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た

の
で
あ
る
。
第
三
は
、
連
邦
準
備
制
度
は
公
的
機
関
で
あ
る
か
ら
民

間
銀
行
家
の
影
響
力
か
ら
完
全
に
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
。
そ
の
た
め
に
、
連
邦
準
備
銀
行
の
役
員
会
か
ら
銀
行
家
を
排
し

て
商
業
、
農
業
、
工
業
の
代
表
三
名
を
こ
れ
に
換
え
、
残
り
の
三
名

は
連
邦
準
備
局
が
選
び
、
残
る
一
名
は
州
法
銀
行
の
監
督
局
か
ら
出

し
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
第
四
は
、
連
邦
準
備
制

度
に
外
国
の
政
府
や
中
央
銀
行
の
公
債
を
購
入
す
る
権
限
と
、
財
務

省
の
発
行
す
る
証
券
を
直
接
に
財
務
省
か
ら
購
入
す
る
権
限
を
与
え

る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
第
五
は
、
国
法
銀
行
の
支
店
設
置
規
制
の

撤
廃
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
反
対
で

あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た 
 

。

　
大
統
領
の
反
応
は
エ
ク
ル
ズ
の
予
想
通
り
、
賛
成
と
も
反
対
と
も

つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
統
領
の
決
断
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
議

会
の
判
断
に
こ
の
問
題
を
預
け
る
ほ
か
な
い
と
エ
ク
ル
ズ
は
考
え
た

が
、
大
統
領
に
は
せ
め
て
議
会
あ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
銀
行
制
度

が
現
在
と
未
来
に
向
け
て
有
能
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
前
向
き
な
銀

行
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
欲
し
い
と
述
べ
た 
 

。
幸

い
、
議
会
で
は
ワ
グ
ナ
ー
上
院
議
員
が
こ
の
問
題
に
乗
り
気
で
あ
っ

た
。
彼
は
上
院
銀
行
・
通
貨
委
員
会
に
お
い
て
連
邦
政
府
の
金
融
政

（
　
）
７８

（
　
）
７９
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策
と
そ
れ
を
実
施
す
る
政
府
機
関
の
調
査
を
行
う
た
め
に
、
一
九
四

〇
年
度
予
算
か
ら
二
五
〇
〇
万
ド
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。
し
か
し
間

も
な
く
始
ま
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
、
銀
行
改
革
は
棚
上

げ
に
さ
れ
、
上
院
銀
行
・
通
貨
委
員
会
に
よ
る
調
査
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
集
め
た
段
階
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た  
 

。

お
わ
り
に

　
カ
リ
ー
は
一
九
三
九
年
七
月
か
ら
大
統
領
の
経
済
担
当
補
佐
官
と

し
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
移
管
し
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
彼
の
能

力
を
見
込
ん
で
連
邦
準
備
局
か
ら
引
き
抜
い
た
の
で
あ
る 
 

。
こ
れ
は

エ
ク
ル
ズ
に
と
っ
て
は
痛
手
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
も
何
時

ま
で
も
カ
リ
ー
に
頼
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
大
統
領
に

直
訴
し
た
時
の
改
革
メ
モ
は
、
自
分
で
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
は
コ
ー
コ
ラ
ン
（T

hom
as
C
orcoran

 
   
    
       
）
と

コ
ー
エ
ン
（B

enjam
in
C
ohen

 
     
    
    
）
が
い
た
。
彼
ら
と
カ
リ
ー
は
仲
間

で
あ
っ
た
。
カ
リ
ー
が
一
九
三
七
年
三
月
に
エ
ク
ル
ズ
に
宛
て
て
書

い
た
メ
モ
は
彼
ら
の
関
係
を
描
い
て
い
て
興
味
深
い
。
カ
リ
ー
は
、

エ
ク
ル
ズ
が
調
査
と
政
策
提
言
を
行
う
省
庁
横
断
的
な
委
員
会
を
作

ろ
う
と
し
て
人
選
を
依
頼
し
た
の
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

（
　
）
８０

（
　
）
８１

る
。「
委
員
会
が
結
果
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、

お
互
い
に
気
心
が
知
れ
て
い
て
緊
急
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
が
完
全

に
一
致
す
る
よ
う
な
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
以
下
の
人
々
を
挙
げ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。」
彼
が
選
ん
だ
の
は
、
ル
ー
ビ
ン
（Isador

       

Lubin

      
労
働
省
）、
ミ
ー
ン
ズ
（G

ardiner
M
eans

 
         
     
国
家
資
源
計
画
局
）、

ホ
ワ
イ
ト
（H

arry
W
hite

 
      
     
財
務
省
）、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
（Leon

     

H
enderson

 
         
Ｎ
Ｒ
Ａ
、
証
券
取
引
委
員
会
）
に
、
コ
ー
コ
ラ
ン
と
コ
ー

エ
ン
、
さ
ら
に
自
分
自
身
を
加
え
た
七
人
で
あ
っ
た 
 

。
理
論
的
立
場

も
経
歴
も
所
属
も
異
な
る
七
人
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー

と
は
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、
市
場
の
原
理
よ
り
は
規
制
に
よ
っ
て
経

済
の
復
興
と
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
エ
ク
ル

ズ
も
カ
リ
ー
の
よ
う
に
イ
ン
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
に
は
属
し
て
い
な
か
っ

た
が 
 

、
ま
さ
し
く
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た 
 

。

　
一
九
三
五
年
銀
行
法
は
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
目
指

し
た
連
邦
準
備
制
度
改
革
の
成
果
で
あ
っ
た
。
改
革
は
連
邦
準
備
局

に
大
き
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
の
復
興
と
安
定
の

た
め
に
有
効
な
金
融
政
策
を
政
府
主
導
の
下
に
繰
り
出
す
こ
と
を
可

能
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
革
は
こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で

（
　
）
８２

（
　
）
８３

（
　
）
８４
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は
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
の
景
気
後
退
は
改
め
て
一
九
三
五
年
銀

行
法
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
連
邦
準
備

法
の
問
題
点
を
三
五
年
銀
行
法
が
解
決
し
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
と
同
時
に
、
連
邦
準
備
制
度
の
枠
組
み
で
新
し
い
状
況
に
対

応
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
た
。
エ
ク
ル
ズ
と
カ
リ
ー
が
取

り
組
ん
だ
の
は
、
更
な
る
連
邦
準
備
制
度
の
改
革
で
あ
る
。
そ
れ
は

不
況
を
乗
り
切
る
た
め
の
連
邦
準
備
局
の
金
融
政
策
の
構
築
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
の
法
的
整
備
で
あ
っ
た
。
二
元
銀

行
制
度
の
一
元
化
と
、
銀
行
の
監
督
・
検
査
機
関
の
一
元
化
が
主
要

な
目
標
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
改
革
が
本
格
化
す
る
前
に
第
二
次
世

界
大
戦
が
そ
の
必
要
を
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
問
題

は
戦
後
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
は
エ
ク
ル
ズ
と
カ
リ
ー
を
中
心
に
一
九
三
五
年
銀
行
法
の
成

立
過
程
を
追
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
独
自
な
連
邦
準
備
制
度
の
展

開
史
の
な
か
で
、
同
法
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
得
る
の
か
を
考

察
し
た
。
こ
れ
は
同
時
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
金
融
改
革
に
お
い
て

同
法
が
占
め
る
役
割
を
確
認
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
一
九
三
五
年
銀

行
法
が
積
み
残
し
た
問
題
は
つ
い
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、

戦
後
の
金
融
改
革
は
規
制
よ
り
も
市
場
を
重
視
す
る
方
向
に
傾
い
て

い
く
。
八
〇
年
代
に
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
が
金
融
政
策
の
主
導
権
を
握
る

よ
う
に
な
る
と
、
規
制
緩
和
が
金
融
改
革
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
そ

し
て
今
、
改
革
の
振
り
子
は
規
制
の
方
に
再
び
揺
れ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。

（
１
）　
西
川
純
子
「
真
正
手
形
主
義
に
つ
い
て
の
一
考
察（
１
）」（『
証

券
経
済
研
究
』
一
二
、
一
九
九
八
年
三
月
）
三
八
～
四
〇
頁
。
一

九
三
三
年
銀
行
法
は
連
邦
預
金
保
険
法
（
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
）
と

銀
行
法
（
グ
ラ
ス
法
）
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
後
者
を

主
な
対
象
と
し
て
い
る
。

（
２
）　R

oger
Sandilands,

 
                 T

he
Life

and
Political

E
conom

y
of

 
                       
     
     

Lauchlin
C
urri

          
    e  

(D
uke
U
.Press,1990),p.57

   
     
                    .  

（
３
）　M

arriner
E
ccles

 
        
 
     ,  

B
eckoning

F
rontiers,

Public
and

 
 
         
 
          
       
    

PersonalR
ecollection

          
            (N

ew
Y
ork,1966),p.165.

  
  
  
                   

（
４
）　Ibi

   d  .,p.86

       .  

（
５
）　Paper

prepared
by
M
r.
M
.
S.
E
ccles,

                   
    
      
       O

gden,
U
tah,

 
       
     

Feb.24,
1933,

E
ccles

Papers,
B
ox
63/

               
               
      1

(U
niversity

of

    
             

U
tah)

 
    .  

（
６
）　
こ
の
時
の
タ
グ
ウ
ェ
ル
の
印
象
を
エ
ク
ル
ズ
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
「
タ
グ
ウ
ェ
ル
は
彼
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
同
僚
で
あ
る
ア

ド
ル
フ
・
バ
ー
リ
（B

erle

 
    
）
ほ
ど
に
広
い
視
野
を
備
え
て
い
な

い
よ
う
だ
っ
た
。
彼
は
経
済
回
復
の
た
め
に
政
府
が
行
う
仕
事
と

し
て
貨
幣
や
信
用
や
財
政
政
策
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
バ
ー
リ
の

理
論
に
十
分
に
精
通
し
て
い
な
か
っ
た
。」M

arriner
E
ccles

 
         
     ,   

B
ekconing

F
rontiers,

 
          
          p.114.
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（
７
）Ibid

 
    .  ,p.128

       .  

（
８
）　
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
タ
グ
ウ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
西
川
純
子

「
タ
グ
ウ
ェ
ル
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」（
田
中
敏
弘
編
著
『
ア
メ
リ

カ
人
の
経
済
思
想
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
９
）　M

arriner
E
ccles

 
         
     ,  B

ekconing
F
rontier

  
          
       s  ,   p.174.

      

（
　
）　Lauchlin

C
urrie

          
     ,  T

he
Supply

and
C
ontrolofM

oney
in

  
               
           
        the

    

１０

U
nited

States

 
             (N

ew
Y
ork,1968),p.34

  
  
  
                .  

（
　
）　
カ
リ
ー
が
真
正
手
形
主
義
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
の
は
、
当

１１
時
は
ま
だ
こ
の
言
葉
は
一
般
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
最
初
に
真
正
手
形
主
義
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
ロ
イ

ド
・
ミ
ン
ツ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。Lloyd

M
ints

 
      
    ,  

A   
 

H
istory

ofB
anking

T
heory

 
           
        
      (C

hicago,1945).

  
              

（
　
）　Lauchlin

C
urrie,

         
 
       

T
he
Supply

and
C
ontrol

of
M
oney

 
   
       
    
 
       
   
 
    ,   

１２

pp.3

    5  -  39.

   
カ
リ
ー
の
貨
幣
理
論
に
つ
い
て
は
高
山
洋
一
氏
に
よ

る
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。
高
山
洋
一
『
ド
ル
と
連
邦
準
備
制
度
』

（
新
評
論
、
一
九
八
二
年
）
一
六
六
～
一
八
四
頁
。

（
　
）　Ibi

   d  .,p.41

       .  

１３
（
　
）　Ibid

    .  ,p.44

      .  

１４
（
　
）　Lauchlin

C
urrie,“A

Proposed
R
evisio

          
         
           
      n

ofthe
M
onetary

          
        

１５System
of
the
U
nited

States”
subm

itt

      
         
                  
   ed

to
Secretary

of

                   

the
T
reasury

H
enry

M
orgenthau,Sept.

     
         
      
                1934,in:Lauchlin

                    

C
urrie,

 
       Supply

and
C
ontrolofM

one

            
           
   y  ,pp.196

        -  226.

    

（
　
）　
須
藤
功
『
戦
後
ア
メ
リ
カ
通
貨
金
融
政
策
の
形
成
─
ニ
ュ
ー

１６
デ
ィ
ー
ル
か
ら
「
ア
コ
ー
ド
」
へ
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
八
年
）
八
五
頁
。

（
　
）　“T

he
C
hicago

Plan
for
B
anking

R
eform

  
    
                 
        
     

”,
in:
R
onnie

        
      

１７Phillips

        ,  T
he
C
hicago

Plan
and
N
ew
D
ealB

anki

  
    
                 
  
  
     
    ng

R
eform

    
     
 

(N
ew
Y
ork,1995),A

ppendix,pp.19

  
  
  
             
              4  -  195.

    
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン

に
署
名
し
た
の
は
、C

.V

 
  

.   C
ox,A

aron
D
irector,PaulD

ouglas

 
     
      
               
      ,   

A
.G
.H
art,
F.H
.
K
night,L.W

.
M
ints,

 
  
   
        
   
          
   
      H

enry
Schultz,H

.C
.

 
               
  
  

Sim
ons

   
   

の
八
名
で
あ
っ
た
。

（
　
）　Lauchlin

C
urrie

         
 
     ,  

T
he
Supply

and
C
ontrol

of
M
oney

 
 
   
       
    
 
       
   
 
    ,   

１８

p.156

     .  

（
　
）　Ibi

   d  .,pp.15

        1  -  152.

    

１９
（
　
）　Lauchlin

C
urrie,“A

Proposed
R
evisio

          
         
           
      n

ofthe
M
onetary

          
        

２０System
ofthe

U
nited

States”
pp.19

      
         
                   8  -  199.

    

（
　
）　Ibi

   d  .,p.199

        .  

２１
（
　
）　R

onnie
Phillips,

 
      
          

T
he
C
hicago

Plan
and

N
ew
D
eal

 
   
 
       
     
    
 
  
 
 
    

２２

B
anking

R
efor

 
        
    m  

(N
ew
Y
ork,1995),p.83.

   
  
  
                  

（
　
）　
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
法
案
に
つ
い
て
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
詳
し
い
。

２３

Ibi

   d  .,pp.7

       9  -  82.

   

（
　
）　Lauchlin

C
urrie,“A

Proposed
R
evisio

          
         
           
      n

ofthe
M
onetary

          
        

２４System
”,pp.20

      
        6  -  221.

    

（
　
）　Ibi

   d  .,p.221

        .  

２５
（
　
）　Ibi

   d  .,p.225

        .  

２６
（
　
）　Lauchlin

C
urrie,

“M
em
orandum

Propose

         
 
       
  
  
       
 
       d

B
anking

  
 
       

２７Legislation
relating

to
F
ederal

R
ese

            
         
   
        
 
   rve

System
”

    
      
  

(February
8,1935),E

ccles
Papers,B

                     
               

ox
75/7.

         

（
　
）　Ibi
   d  .  

２８
（
　
）　Ibi

   d  .,   
一
九
三
三
年
銀
行
法
に
お
け
る
公
開
市
場
操
作
の
規
定

２９
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に
つ
い
て
は
、A

llan
M
eltzer,

 
      
        A

H
istory

of
the
F
ederal

 
  
               
       

R
eserv

 
     e  ,  vol.1

(C
hicago,2003),p.71

         
                   

を
参
照
。

（
　
）　R

oger
Sandilands,

 
                 T

he
Life

and
Political

E
conom

y
of

 
                       
     
     

３０

Lauchlin
C
urri

         
 
    e  ,  

N
ew
D
ealer,

President
A
dviser,

and

 
 
  
 
 
       
          
 
        
    

D
evelopm

ent
E
conom

is

 
       
     
     
  t  

(D
uke

U
niversity

Press,
1990),

   
     
                        

p.66.

     
エ
ク
ル
ズ
は
、
彼
自
身
も
必
要
準
備
率
の
変
更
に
制
限
を
設

け
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
グ
ラ
ス
に
反
対
さ
れ
た

と
述
べ
て
い
る
。M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontiers

 
          
        ,   

p.226

     .  

（
　
）　M

arriner
E
ccles,

“Statem
ent
on
the
B

 
         
              
            

anking
B
ill
of

        
       

３１1935
before

the
Subcom

m
ittee

of
the

     
       
    
      
 
      
   
    

C
om
m
ittee

on

 
  
 
      
   

B
anking

and
C
urrency

of
the
U
nited

S

 
            
                
       tates

Senate,
on

                 

M
ay
10
and
13,1935”,E

ccles
Papers,

 
                      
             B
ox
63/4

  
       .  
一
九
三
三

年
に
制
定
さ
れ
た
ト
マ
ス
修
正
法
は
、
国
家
的
危
急
の
際
に
は
大

統
領
の
承
認
を
得
た
上
で
連
邦
準
備
局
が
必
要
準
備
の
引
き
上
げ

を
行
う
こ
と
を
初
め
て
許
可
し
て
い
た
。

（
　
）
Ｉ
部
の
連
邦
預
金
保
険
法
修
正
案
は
一
九
三
三
年
銀
行
法
（
ス

３２
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
）
で
定
め
ら
れ
た
暫
定
的
な
措
置
を
恒
久
化
し
て

五
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
預
金
の
み
を
保
証
す
る
こ
と
と
、
被
保
険

銀
行
の
査
定
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。

（
　
）　
Ⅲ
部
の
一
九
三
三
年
銀
行
法
修
正
案
は
、
準
備
制
度
に
加
盟
す

３３
る
銀
行
の
役
員
が
自
行
に
対
す
る
負
債
を
返
済
す
べ
き
期
日
を
延

期
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
た
。

（
　
）　M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontier

 
          
       s  ,pp.178,195.

              

３４
（
　
）　U

.S.
H
ouse,

C
om
m
ittee

on
B
anking

and

 
    
 
      
 
  
 
      
   
 
       
   

C
urrency

 
 
       ,   

３５
H
earings,

B
anking

A
ct
of
1935

 
          
        
          ,  

74th
C
ong.,

1st
Sess.

       
                

(W
ashington,

D
.C
.,
1935,

reprinted
b

  
            
  
                    y

G
ozan

   
    d  ō,   1987),

        

p.180

     .  

（
　
）　Ibi

   d  .,p.492,49

            4  -  495,498.

          

３６
（
　
）　Ibid

    .  ,p.521

       .  

３７
（
　
）　R

onnie
Phillips

 
      
        ,  

T
he
C
hicago

Plan
and

N
ew
D
eal

 
 
   
 
       
     
    
 
  
 
 
    

３８

B
anking

R
eform

,

 
       
 
     
  

p.122.;
H
elen

B
urns,

        
 
     
 
      

T
he
A
m
erican

 
   
 
 
       

B
anking

C
om
m
unity

and
N
ew
D
eal
B
anki

 
       
 
  
 
      
    
 
  
 
 
    
 
    ng

R
eform

s,

   
 
     
   

193

   3  

-  1935

     (W
estpart,C

onn.,1974),pp.16

  
          
                  9  -  170.

    

（
　
）　M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontier

 
          
       s  ,p.205.

        

３９
（
　
）
西
川
純
子
「
真
正
手
形
主
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
２
）」（『
証

４０
券
経
済
研
究
』
三
〇
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
一
四
三
頁
。

（
　
）　U

.S
Senate,

Subcom
m
ittee

of
the

C
om
m

 
   
        
      
 
      
   
    
 
  
 

ittee
on

      
   

４１

B
anking

and
C
urrency,

 
            
         H

earings,
B
anking

A
ct
of
193

 
          
        
         5  ,   

74th
C
ong.,1st

Sess.(W
ashington,D

      
                  
            

.C
.,1935,reprinted

  
                   

by
G
ozan

    
    d  ō

 ,1987),p.861

              .  

（
　
）Ibi

 
   d  .,p.303

        .  

４２
（
　
）　M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontiers,

 
          
          p.175.

      

ロ
ー
ズ

４３
ヴ
ェ
ル
ト
が
支
店
設
置
に
反
対
だ
っ
た
の
は
大
き
な
銀
行
の
力
が

さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
る
と
エ
ク
ル
ズ
は
述

べ
て
い
る
。

（
　
）　U

.S
Senate,Subcom

m
ittee

ofthe
C
om
m

 
                 
 
              
  
 

ittee
on
B
ankin

          
     g   

４４
and
C
urrency,

     
         H

earings,B
anking

A
ctof193

 
          
        
         5  ,p.303.

        

（
　
）　Ibi
   d  .,p.317
        .  

４５
（
　
）　Ibi

   d  .,pp.43
        6  -  440.

    

４６
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（
　
）　Ibi

   d  .,p.442

        .  

４７
（
　
）　Lauchlin

C
urrie,

“A
R
eply

to
D
r.
B
.

          
         
  
         
    
  M

.
A
nderson,

Jr.

 
   
            ”   

４８
Q
uarterly

JournalofE
conom

ic
 
                     
     
  s  ,   49

(1935),pp.694

                 -  704.

    

（
　
）　U

.S
Senate,

Subcom
m
ittee

of
the

C
om
m

 
   
        
      
 
      
   
    
 
  
 

ittee
on

      
   

４９

B
anking

and
C
urrency,

 
            
         H

earings,
B
anking

A
ct
of
1935,

 
          
        
            

p.7

   4  

（
　
）　Ibi

   d  .,pp.7

       6  -  77.
   

５０
（
　
）　
上
院
小
委
員
会
で
証
言
し
た
二
九
人
の
銀
行
関
係
者
は
す
べ
て

５１
エ
ク
ル
ズ
法
案
に
反
対
で
あ
っ
た
。
反
対
理
由
の
ほ
と
ん
ど
は
政

府
に
よ
る
連
邦
準
備
制
度
な
い
し
は
銀
行
制
度
の
支
配
で
あ
っ
た

が
、
な
か
で
異
色
だ
っ
た
の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行
の

前
頭
取
フ
ラ
ン
ク
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
リ
ッ
プ
で
あ
る
。
彼
は
通
貨
を

管
理
す
る
の
は
憲
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
議
会
の
権
限
で
あ
り
、

議
会
の
付
託
を
受
け
て
こ
れ
を
実
践
す
る
の
は
政
府
で
は
な
く
最

高
裁
の
よ
う
に
独
立
し
た
機
関
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ

れ
は
連
邦
通
貨
庁
の
構
想
に
つ
な
が
る
。Ibid

 
   .,pp.915

         -  916.
    

（
　
）　Ibi

   d  .,p.399

        .  

５２
（
　
）　Lauchlin

C
urrie,“A

Proposed
R
evisio

          
         
           
      n

ofthe
M
onetary

          
        

５３System
ofthe

U
nited

States”,p.209

      
         
                    .  

（
　
）　U

.S
Senate,

Subcom
m
ittee

of
the

C
om
m

 
   
        
      
 
      
   
    
 
  
 

ittee
on

      
   

５４

B
anking

and
C
urrency,

 
            
         H

earings,
B
anking

A
ct
of
1935,

 
          
        
            

p.280

     .  

（
　
）Ibi

 
   d  .  

５５
（
　
）　
エ
ク
ル
ズ
に
よ
る
と
、
グ
ラ
ス
は
最
初
、
準
備
局
理
事
会
か
ら

５６
財
務
長
官
の
み
を
外
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
怒

り
を
買
っ
た
の
で
通
貨
監
督
官
も
外
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
エ
ク
ル
ズ
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
終
始
受
身
の
態
度

を
と
っ
て
い
た
。M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontiers

 
          
        ,   

p.222

     .  

（
　
）　
本
稿
で
は
一
九
三
五
年
法
案
の
Ｉ
と
Ⅲ
を
扱
っ
て
い
な
い
が
、

５７
Ⅲ
に
つ
い
て
は
坂
本
正
氏
が
グ
ラ
ス
の
証
券
引
受
禁
止
条
項
の
修

正
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
坂
本
正
『
金

融
革
新
の
源
流
』（
文
真
堂
、
一
九
九
七
年
）
二
二
七
～
二
三
三
頁
。

（
　
）　W

alter
Lippm

ann,
“T
he
B
anking

B
ill”

 
           
       
    
        
     the

N
ew
Y
ork

     
  
  
    

５８

H
erald

T
ribun

 
       
     e  ,July

30,1935.

                 

（
　
）　M

arriner
E
ccles

to
W
alter

Lippm
an
(J

 
         
          
           
     uly

30,
1935),

               

５９E
ccles

Papers,B
ox
44/15

 
               
        .  

（
　
）　M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontiers,

 
          
          pp.222

      -  226.

    

６０
（
　
）Ibi

 
   d  .,pp.22

        7  -  228.

    

６１
（
　
）　C

layton
to
E
ccles,

D
igest

of
C
urrie

 
           
        
          
      M

em
orandum

of

 
  
       
    

６２

M
ay
18,1937

(June
12,1937),E

ccles

 
                              
     

Papers,72/14

              .  

（
　
）　Lauchlin

C
urrie,

“C
auses

of
D
epressi

         
 
       
  
      
   
 
       on”,

E
ccles

     
 
      

６３Papers,63/11

             .  

（
　
）　
エ
ク
ル
ズ
は
過
剰
準
備
を
必
要
準
備
の
引
き
上
げ
と
い
う
ど
ち

６４
ら
か
と
い
う
と
下
手
な
（clum

sy

    
  
）
手
段
で
減
ら
す
こ
と
に
疑
問

を
も
ち
、
柔
軟
な
対
応
を
可
能
に
す
る
公
開
市
場
操
作
と
の
併
用

を
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
た
。Sidney

H
ym
an,

 
       
  
    M

arriner
S.

 
           

E
ccles

 
     ,  

P
rivate

E
ntrepreneur

and
P
ublic

Ser

 
        
 
            
    
       
   vant

     

(Stanford,1976),p.230.

                        

（
　
）　M

ilton
Freedm

an
and

A
nna

Schw
artz,

 
      
      
   
    
 
    
    
      

A
M
onetary

 
 
 
        

６５
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H
istory

of
the
U
nited

States
186

 
               
                7  

-  1960

    

(Pinceton,
1963),

                   

p.520
     .  

（
　
）　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
オ
ー
ツ
は
、
一
九
三
七
年
九
月
ま
で
連

６６
邦
準
備
制
度
の
ス
タ
ッ
フ
は
景
気
下
降
の
危
険
信
号
に
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。Ibid.

 
    ,p.528.

         

（
　
）　Fisher

to
R
oosevelt(Feb.10,1937),

           
                         E

ccles
Papers,7/2

  
                 .  

６７
（
　
）　Irving

Fisher,“100%
R
eserves,A

n
O
l

                      
          
   
 d

System
A
dapted

        
  
       

６８to
M
odern

N
eeds”,E

ccles
Papers,7/2

    
       
        
                 .  

（
　
）　Fisher

to
R
oosevelt

(A
pril
15th,

193

           
           
              8),

E
ccles

Papers,

     
              

６９7/2

   .  

（
　
）　M

ilton
Freedm

an
and

A
nna

Schw
artz,

 
      
      
   
    
 
    
    
      

A
M
onetary

 
 
 
        

７０

H
istory

ofthe
U
nited

State

 
               
           s  ,p.531.

        

（
　
）　Lauchlin

C
urrie,“H

em
phillPlan

for

          
         
  
               ‘M

onetizing’B
ank

  
            
    

７１Float”,E
ccles

Papers,7/2

         
                 .  

（
　
）　Fisher

to
R
oosevelt(A

pril15,1938)

           
           
              ,E

ccles
Papers,7/2

   
                 .  

７２
（
　
）　C

layton
to
G
oldenw

eiser
(A
pril

19,
1

 
       
   
 
      
      
  
     
    
 938),

E
ccles

      
 
      

７３Papers,7/2

           .  

（
　
）　
平
井
規
之
『
大
恐
慌
と
ア
メ
リ
カ
財
政
政
策
の
展
開
』（
岩
波

７４
書
店
、
一
九
八
八
年
）
一
四
四
～
一
五
六
頁
。

（
　
）　Lauchlin
C
urrie,“C

auses
ofR
ecessio

          
         
          
       n”,E

ccles
Papers,

     
              

７５63/11

     .  

（
　
）　Lauchlin

C
urrie,

“O
n
O
w
en’s

Letter”,

          
         
   
 
             

E
ccles

Papers,

  
              

７６7/3

   .  

（
　
）　C

hairm
an
E
ccles

to
the
President

(N
o

 
     
    
                         
 v.

23,
1938),

              

７７E
ccles

Papers,4/3

 
                 .  

（
　
）　Ibid

    .  

７８
（
　
）　M
arriner

E
ccles,

 
         
       B

eckoning
F
rontiers,

 
          
          p.283.

      

７９
（
　
）　
須
藤
功
氏
は
ワ
グ
ナ
ー
委
員
会
の
「
全
国
銀
行
通
貨
政
策
」
に

８０
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

連
邦
準
備
制
度
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
須
藤
功

『
戦
後
ア
メ
リ
カ
通
貨
金
融
政
策
の
形
成
』
一
二
九
～
二
一
五
頁
。

（
　
）　R

ooseveltto
E
ccles

(July
8,1939),

 
             
                      E

ccles
Papers,3/6

 
                 .  

８１
（
　
）　C

urrie
to
E
ccles

(M
arch

11,
1937),

E

 
      
   
 
      
  
     
    
       
 

ccles
Papers,

      
        

８２72/14

     .  

（
　
）
サ
ン
デ
ィ
ラ
ン
ズ
は
「
彼
（
エ
ク
ル
ズ
）
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー

８３
と
一
緒
で
あ
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
中
に
は
い
な
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。R

oger
Sandilands,

 
                 T

he
Life
and
Po-

 
               

liticalE
conom

y
ofLauchlin

C
urri

         
     
               
    e  ,p.60.

       

（
　
）　
カ
リ
ー
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
な
か
で
も
最
も
ケ
イ
ン
ズ
理

８４
論
に
精
通
し
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ン
セ
ン
の
よ
う
な
ケ
イ

ン
ズ
の
信
奉
者
で
は
な
か
っ
た
。
一
〇
〇
％
準
備
論
の
場
合
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
カ
リ
ー
は
理
論
の
理
解
は
早
か
っ
た
が
、
実
際

の
政
策
は
あ
く
ま
で
理
論
の
応
用
編
と
し
て
割
り
切
っ
て
い
た
。

そ
の
意
味
で
は
彼
は
政
策
の
立
案
者
で
あ
り
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー

で
は
あ
っ
て
も
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
よ
う
な
学
問
の
徒
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
エ
ク
ル
ズ
の
こ
と
を
「
無
意
識
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義
者
」
と
呼
ん

だ
の
は
タ
グ
ウ
ェ
ル
で
あ
る
。
た
し
か
に
エ
ク
ル
ズ
は
政
府
の
公

共
支
出
の
た
め
に
は
財
政
赤
字
を
い
と
う
べ
き
で
は
な
い
と
主
張

し
た
が
、
そ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
を
学
ん
だ
上
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
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と
い
う
の
が
そ
の
含
意
で
あ
る
。R

exford
G
.
T
ugw
ell,

 
        
   
   
     T

he

 
   

D
em
ocratic

R
oosevel

 
  
         
       t  (G

arden
C
ity,N

Y
,1957),p.443.

   
       
      
 
               
エ
ク

ル
ズ
は
自
伝
で
も
「
ケ
イ
ン
ズ
の
も
の
は
抜
書
き
以
外
に
今
日
ま

で
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
が
、
一
九
三
九
年
に

彼
が
友
人
に
書
い
た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た
。

「
私
の
見
解
は
し
ば
し
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
氏
の
そ
れ
と
そ
っ
く
り
だ

と
間
違
っ
た
言
い
方
を
さ
れ
て
き
ま
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
氏
こ
そ
ご

迷
惑
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
こ
れ
ま
で
ケ
イ
ン
ズ
氏
に
お
会

い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
近
数
年
間
は
彼
の
書

い
た
も
の
を
時
々
読
ん
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。」
二
年
後
の
一
九

四
一
年
五
月
に
、
エ
ク
ル
ズ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
た
ケ
イ
ン

ズ
と
夕
食
を
共
に
し
て
い
る
。M

arriner
E
ccles,

 
         
       B

eckoning

 
         

F
rontiers,

 
          

p.132;
E
ccles

to
A
ubrey

R
om
ine
(A
ug.

       
 
      
   
 
      
 
  
    
  
   

10,

 
    

1939),
E
ccles

Papers,
111/2;

K
eynes

        
                      
      to

E
ccles

(M
ay
16,

    
        
       

1941),E
ccles

Papers,111/2

        
                   .  

（
に
し
か
わ
　
じ
ゅ
ん
こ
・
獨
協
大
学
名
誉
教
授
）


